
8，工
■
、

遊

一
丁
矛

二
十
四
祖

御
修
行
記
一
上
一

河

野
　
　
　
憲

善

編
　
　
者
　
　
序

　
水
戸
彰
考
館
蔵
「
遊
行
二
十
四
代
不
外
上
人
修
行
記
」
を
こ
こ
に
上
梓
す
る
。

原
本
は
和
綴
七
十
四
丁
、
コ
一
十
四
祖
御
修
行
記
完
」
と
あ
る
。
時
衆
に
も
一
般
に

も
稀
観
の
書
で
あ
り
、
室
町
期
の
著
述
で
未
だ
世
に
公
に
さ
れ
な
い
も
の
が
今
日

な
お
あ
る
こ
と
は
、
寧
ろ
驚
異
で
さ
え
あ
る
。
巻
尾
に
一
海
上
人
践
が
あ
り
、
文

政
四
隼
智
阿
が
筆
写
し
た
も
の
、
そ
の
原
本
は
二
十
五
代
仏
天
上
人
自
筆
の
も
の

で
あ
る
こ
と
が
断
っ
て
あ
る
。
’

　
不
外
上
人
、
も
と
臨
阿
其
阿
、
永
正
十
五
隼
近
江
上
坂
乗
台
寺
に
て
賦
算
、
永
正

十
七
年
豊
州
西
教
寺
に
独
往
、
大
永
六
年
五
月
十
七
日
入
減
、
六
十
七
歳
。
不
外

上
人
は
十
六
代
南
要
上
人
資
、
十
九
代
二
十
代
二
十
二
代
上
人
同
門
で
あ
り
、
二

十
代
資
仏
天
不
去
上
人
に
嗣
法
さ
れ
て
い
る
。
し

　
文
意
時
に
難
渋
、
ま
ま
字
体
明
瞭
を
欠
く
。

甘
四
祖
御
修
行
記

永
正
十
五
年
戊
寅
五
月
廿
七
日
、
廿
四
祖
近
江
国
上
坂
乗
台
寺
に
し
て
化
導
う

　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ
ギ

け
つ
か
せ
給
ひ
て
、
次
の
あ
し
た
や
わ
た
の
神
光
寺
へ
移
り
給
ひ
て
大
菩
薩
の
宝

殿
に
お
い
て
、
代
々
う
つ
り
の
時
の
佳
例
に
ま
か
せ
行
事
あ
り
、
其
次
に
奉
ら
る

㌧
寄
、
　
　
此
法
の
道
ふ
み
そ
め
て
名
に
し
ほ
ふ
神
の
光
り
の
寺
に
入
哉

そ
の
お
り
ふ
し
上
坂
に
宝
融
庵
主
梅
湖
と
云
者
僧
御
定
り
夜
、
か
の
席
を
う
か
㌧

ひ
み
て
作
て
献
せ
ら
る
㌧
二
絶
序
略
之
。

　
　
　
　
　
　
二
月
散
人
梅
湖
拝
稽
籟
。

　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
一
ア
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

黄
落
山
川
不
レ
似
レ
春
　
用
二
時
行
化
一
好
二
縁
因
一
丁
寧
勧
我
称
二
名
号
一
瀦
酒
酉

方
一
主
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

海
衆
入
杜
巨
多
干
　
笑
殺
東
林
十
八
賢
　
雑
念
専
心
陶
謝
在
　
遊
行
化
廣
感
二
神

天
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

　
　
上
人
和
給
厚
略
一
鵡
。

　
ノ
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

大
雅
詩
翁
冬
亦
春
　
松
風
羅
月
作
二
良
因
一
乾
元
亨
利
掌
申
士
　
美
誉
芳
名
海
外

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

六
十
万
人
重
百
千
　
当
時
歴
代
聖
兼
賢
　
魔
山
祖
業
華
東
漸
一
持
管
吾
今
似
レ

侯
レ
天
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

　
　
　
　
　
　
遊
化
之
新
主
詫
何
拝
和

抑
此
人
は
四
書
に
わ
た
り
、
五
経
を
き
は
む
と
か
や
。
申
に
も
周
易
を
暁
し
、
詩

格
熟
せ
り
と
。
然
間
易
の
大
躰
乾
元
亨
利
貞
の
要
を
取
侍
る
と
の
た
ま
へ
り
。

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu
■、
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同
年
十
月
九
日
酉
時
に
故
上
人
遷
化
あ
り
し
か
は
、
か
さ
ね
て
乗
台
寺
へ
移
り
給

ひ
て
一
七
日
の
光
陰
を
送
り
、
塔
婆
を
た
て
給
ふ
に
意
趣
を
作
り
、
褐
を
一
首
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

せ
ら
る
。
意
趣
の
事
は
し
け
き
を
㌧
そ
れ
て
是
を
客
。
其
偶
云
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
（
カ
）
ノ
　
　
（
マ
、
）

附
法
師
々
当
レ
莫
レ
窮
　
弥
陀
一
教
萬
年
通
　
応
レ
思
肢
提
銀
河
浪
　
故
聖
販
西
湖

水
東
　
　
　
　
其
瑚
遺
弟
図
二
真
影
一
彼
賛
日
。

　
　
　
　
　
遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
上
）
　
（
河
野
）

　
　
　
　
（
マ
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
キ
テ
　
　
リ
　
ナ
リ

五
十
四
年
販
寂
夕
　
称
名
声
蜴
月
孤
斜
　
法
孫
拝
レ
像
祭
如
レ
在
　
当
座
道
場
諸

　
ノ仏

家
法
の
師
の
今
は
の
時
に
此
外
は
こ
と
の
は
も
な
し
南
無
阿
弥
陀
仏

か
く
て
修
行
の
地
う
つ
り
か
は
り
て
男
山
へ
詣
給
ひ
て
手
向
奉
ら
る
㌧
一
首
、

い
に
し
へ
の
我
名
と
い
ひ
し
此
法
を
ひ
ろ
む
る
道
や
神
も
守
ら
ん

和
泉
の
堺
に
て
始
て
の
会
に
発
旬
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
、
）
　
（
マ
・
）

露
こ
ほ
り
ふ
る
や
初
雪
あ
は
地
し
万

彼
の
天
の
さ
か
ほ
こ
の
一
滴
艮
国
の
は
し
め
と
成
と
な
れ
は
今
叉
国
々
化
儀
の
始

の
一
旬
に
お
も
は
へ
侍
る
と
な
ん
。

翌
年
已
卯
元
日
試
筆
、

江
南
風
景
日
当
レ
新
　
元
旦
雲
霞
見
二
海
浜
一
楊
柳
梅
花
早
知
レ
節
　
泉
州
永
福
寺

前
春

こ
の
春
是
よ
り
西
の
方
兵
庫
浦
に
一
遍
上
人
の
御
旧
跡
へ
参
静
を
遂
給
ふ
へ
き
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）

あ
て
に
て
同
日
の
詠
吾
、
　
春
は
け
ふ
西
の
空
に
と
門
出
し
て
生
田
の
森
に
霞
立

な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）

叉
過
し
歳
暮
一
行
三
昧
の
心
を
今
日
か
き
出
し
給
ふ
。

　
　
　
　
　
ノ
ノ
　
ニ
テ
（
マ
、
）
　
ノ

諸
仏
立
前
三
昧
定
　
一
心
不
乱
念
練
閑
　
年
々
既
去
幾
行
力
　
門
葉
応
レ
昌
萬
歳
間

も
ろ
く
の
仏
も
交
る
法
の
庭
に
い
つ
れ
の
神
か
来
ら
さ
る
へ
き

同
し
き
二
日
会
は
し
め
に
、

代
々
に
梅
つ
た
へ
つ
た
ふ
る
色
香
か
な

　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

当
春
之
試
筆
□
二
拝
閲
一
而
泉
堺
市
申
之
隠
士
霊
斉
庵
主
見
レ
知
焉
。
七
旬
之
老
僧

也
。
拝
序
。

夫
当
代
上
人
者
一
昆
大
聖
之
遠
衣
間
廿
余
世
之
高
師
也
。
諸
徳
兼
二
数
代
一
而
一
世
傑

sokyu

sokyu

fig1-5-1.pdf
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遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
上
）

（
河
野
）

出
也
。
是
以
接
物
利
生
之
勲
在
二
干
一
賛
不
レ
覆
之
先
一
集
。
弗
二
雷
一
行
三
昧
一
夙

　
　
　
　
　
（
マ
・
）

而
入
二
干
儒
門
一
尽
二
五
軍
之
書
一
暇
日
遊
二
干
詩
場
一
熟
二
詩
家
三
法
一
也
。
可
レ
謂
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
ン
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

達
也
。
旬
達
也
。
己
夘
之
春
和
二
新
宇
之
萌
千
賜
レ
予
清
話
之
次
使
ニ
レ
予
拝
閲
一
詩
南

　
　
ト
ン
テ

玲
々
然
洗
二
耳
塵
一
而
也
。
於
レ
是
弗
レ
能
二
絨
黙
一
強
衙
二
前
韻
一
蟹
種
語
一
絶
一
謝
二

萬
二
以
塞
二
尊
答
一
云
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
雲
子
頓
首

　
　
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

尊
和
驚
看
字
々
新
老
頑
慰
レ
意
寂
蓼
浜
清
吟
招
得
晩
唐
旬
更
事
詩
人
一
豊
問
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ト
ラ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

春
廿
三
代
上
人
永
正
戊
弓
五
月
十
九
日
薩
州
鹿
児
島
光
明
寺
に
し
て
入
滅

あ
り
し
か
は
申
陰
執
行
お
は
り
て
当
代
の
修
行
の
地
へ
と
遊
行
の
大
衆
赴
て
豊
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

国
よ
り
を
の
7
＼
乗
船
し
て
次
の
年
泉
堺
永
福
寺
へ
正
月
申
旬
の
末
に
着
ぬ
。
時

に
一
老
其
阿
弥
陀
仏
へ
つ
か
は
さ
る
㌧
一
首
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）

舟
な
か
す
心
ち
し
つ
ら
む
さ
つ
ま
か
た
興
こ
し
ま
に
あ
り
し
別
は

為
廿
三
祖
御
吊
之
勤
行
結
願
の
日
高
丈
の
塔
婆
を
建
立
あ
り
て
意
趣
を
述
て
拝
偶

を
む
す
ひ
給
ふ
。

　
（
マ
・
）

　
ス
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
ニ
リ
　
　
　
　
ハ

行
尽
九
州
千
里
外
死
生
有
レ
命
払
二
寒
灰
一
先
師
西
域
楽
邦
去
遺
弟
東
方
泉
国
来

襲
以
、
究
克
無
余
之
釈
尊
猶
示
二
隻
樹
之
方
便
一
長
寿
勝
妙
諸
天
未
レ
免
二
五
衰
之
愁

　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旦
二
祖
賦
算
四
十
五
ヲ
指
玉
フ
歎

憂
一
夷
。
麦
当
門
徒
第
廿
三
世
上
人
按
二
彼
平
生
一
集
。
四
十
五
歳
而
続
二
於
先
師
之

　
　
入
寂
年
四
十
九
ヲ
指
歎

高
濁
一
四
十
九
歳
而
感
二
於
最
後
之
沈
痢
一
唱
二
滅
度
於
薩
州
光
明
寺
一
遷
二
歯
骨
於
豊

　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ヲ

州
称
名
寺
一
焉
。
時
数
百
之
遺
弟
之
心
悲
併
如
レ
失
二
暗
夜
之
行
路
灯
一
殆
似
レ
離
二
江

　
　
　
ノ
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
二
挿
入
）

河
之
群
魚
水
一
実
。
然
会
下
之
大
衆
僧
尼
老
少
以
下
至
二
非
人
癩
者
一
令
レ
乗
二
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夕

四
巨
船
一
経
二
歴
数
月
之
光
陰
一
凌
二
来
乎
萬
里
波
濤
一
着
二
岸
乎
泉
州
堺
浦
一
是
雷
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ル
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ル

々
祖
意
成
二
風
帆
一
者
也
。
介
然
哉
、
門
下
之
法
力
。
蔚
然
哉
修
行
之
威
光
焉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

抑
余
十
歳
勝
二
故
聖
之
齢
一
夷
。
例
者
元
祖
者
五
十
一
而
入
二
浬
絆
一
、
二
祖
者
五
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
ン

三
而
為
二
化
主
一
給
ム
朱
。
是
皆
遅
速
者
出
世
之
時
機
相
応
之
由
来
也
。
所
以
者
何

（
マ
・
）
　
　
　
　
　
　
ソ

尺
迦
者
出
二
現
干
減
劫
一
弥
勒
者
出
二
世
干
増
劫
一
焉
。
魔
山
之
恵
遠
公
者
兄
也
。
恵

　
　
　
　
　
　
　
二

持
法
師
者
弟
也
。
而
兄
者
保
二
長
生
一
弟
者
為
二
早
世
一
焉
。
亦
復
釈
尊
者
雄
レ
可
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
挿
入
ス
）
　
二

為
二
弥
勒
之
後
仏
一
依
二
立
撮
即
行
之
力
一
既
招
二
越
於
九
劫
一
分
。
先
二
立
於
弥
勒
一
分

　
ル
ト
　
　
　
　
ヲ

取
二
正
覚
一
云
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
ヲ

吾
不
レ
知
先
人
亦
有
二
立
撮
即
行
之
内
行
一
歎
。
叉
吾
不
レ
知
予
先
世
結
二
宿
因
於
暁

　
　
　
　
　
　
　
二
　
一
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
、
）

劫
一
歎
。
鳴
呼
是
共
以
命
也
。
引
レ
古
鑑
レ
今
准
的
少
桑
也
。
今
日
追
膳
之
勤
行
事

　
ヘ
テ
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
ζ
　
　
ン
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
テ
　
　
セ
ン

終
而
起
立
塔
婆
。
仰
願
法
燈
倍
増
光
分
亜
二
慈
尊
出
世
之
壁
門
葉
弥
繁
栄
分
期
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

星
霜
多
劫
之
春
一
焉
。
乃
至
百
花
干
草
生
二
菩
提
之
菓
一
六
凡
四
聖
遊
二
功
徳
之
林
一

叉
回
向
之
偶
云
、

　
　
　
ル
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
テ

白
骨
筆
韓
雲
外
士
　
古
今
仏
祖
有
二
西
来
一
番
々
世
々
皆
成
道
　
残
老
断
腸
悲
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬

死
灰
一
永
正
十
六
己
夘
年
正
月
下
旬
日
佗
阿
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
・
・
）

博
多
称
名
寺
前
住
其
阿
繍
灘
瞥
当
年
二
呈
福
寺
勧
化
逗
留
之
牛
有
㍉
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

侯
一
其
瑚
進
献
之
一
絶
云
。
欽
作
二
野
詩
；
早
一
呈
二
上
人
玉
蓮
坐
下
一
以
奉
レ
賀
二
踏

昨
之
尊
儀
一
。

　
　
　
（
マ
・
）

　
　
　
慈
斤
多
幸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
其
阿
九
拝

　
ス
（
マ
・
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
タ
リ

値
遇
竜
花
三
会
春
　
天
光
十
界
祖
風
新
　
残
生
研
得
聖
時
代
　
最
上
可
憐
最
下
身

（
ツ
ク
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

卒
廣
二
乎
先
韻
一
豚
情
見
二
干
詞
一
集
。
憶
昔
文
王
出
世
春
　
太
公
天
下
在
レ
相
新

　
　
ヘ
　
　
タ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

吾
今
添
得
此
賢
老
　
莫
レ
惜
風
前
朝
露
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）
（
マ
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
雲
斎
詫
何

津
の
国
柴
嶋
仏
土
寺
其
阿
弥
陀
仏
捧
ら
る
㌧
短
寄
に
云
、

な
に
は
つ
に
　
咲
や
こ
の
は
な
　
に
ほ
ひ
つ
㌧
　
つ
た
へ
き
に
け
る

こ
と
の
葉
は
　
神
の
御
代
よ
り
　
川
竹
の
　
　
　
な
か
れ
久
し
く

た
え
せ
ね
は
　
今
も
は
こ
や
の
　
山
か
せ
の
　
　
枝
も
な
ら
さ
す



21

し
つ
け
し
な

た
め
し
に
も

あ
ふ
坂
の

く
ち
は
て
㌧

な
け
き
に
も

四
の
御
世

を
ろ
か
な
る

き
こ
え
あ
け

花
の
い
ろ

え
に
し
と
も

お
こ
さ
ま
し

法
の
み
ち

御
仏
に

月
か
け
の

老
か
身
の

う
れ
し
さ
を

と
な
へ
け
る

か
の
く
に
の返

し

あ
す
か
井
の

な
れ
／
＼
て

を
く
露
の

雪
を
づ
み

小
車
の

わ
か
の
浦
な
み

よ
そ
の
嶋
ま
て

関
の
し
水
に

し
つ
め
る
事
は

か
は
ら
さ
り
け
る

法
の
恵
を

身
は
し
も
な
か
ら

春
に
逢
け
る

野
に
も
山
に
も

な
か
ら
の
橋
の

是
や
む
か
し
へ

二
の
門
を

つ
た
ふ
る
法
を

　
　
　
　
（
カ
）

い
た
ら
ぬ
方
は

朝
に
道
を

え
や
は
つ
㌧
ま
む

声
の
う
ち
よ
り

光
の
う
ち
に

深
き
心
を

　
（
挿
入
）

み
し
は
名
残
の

玉
を
な
ら
へ
て

学
し
窓
も

我
み
は
め
く
る

そ
つ
た
へ
に

き
こ
え
つ
㌧

む
も
れ
木
の

か
ら
人
の
．

あ
は
れ
さ
よ

か
け
ま
く
も

こ
と
の
葉
を

心
ち
し
て

匂
ひ
て
そ

な
か
ら
へ
て

　
（
カ
）

す
へ
く
き
の

さ
し
な
か
ら

　
　
　
　
拡

な
そ
ら
へ
て

あ
ら
し
ふ
く

き
㌧
つ
㌧
も

こ
㌧
ろ
な
く

こ
．
㌧
を
さ
る

住
に
け
る
哉

汲
伝
へ

花
の
か
け

光
あ
る

い
ち
し
る
く

道
に
い
て

遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
上
）
　
（
河
野
）

行
末
ま
て
の

か
㌧
る
世
に
し
も

人
し
れ
す
の
み

三
代
に
も
あ
は
ぬ

　
　
　
ハ
タ
ソ
ヂ

か
く
て
二
十

か
た
し
け
な
し
や

天
津
空
ま
て

池
の
蓮
の

人
を
わ
た
さ
む

ふ
る
き
道
を
も

宮
に
て
説
し

そ
の
暁
の

秋
の
も
な
か
の

雪
を
い
た
㌧
く

タ
に
き
え
む

な
む
あ
み
た
仏
と

こ
と
遠
か
ら
て

あ
ま
た
の
春
に

に
ほ
ふ
詞
に

螢
を
あ
つ
め

さ
て
も
此
世
に

遇
こ
し
方
は

千
は
や
ふ
る

法
の
師
の

う
へ
人
と

四
の
名
を

こ
㌧
ろ
な
く

く
れ
て
の
ち

と
㌧
め
ん
と

代
を
か
さ
ね

こ
き
い
て
㌧

し
ら
浪
の

鳥
か
な
く

あ
け
す
て
㌧

心
ち
し
て

い
か
に
し
て

お
し
こ
む
る

こ
と
く
さ
を

津
の
国
や

神
の
御
山
の

あ
ま
ね
く
照
す

あ
ふ
く
位
は

塵
に
続
と
や

た
㌧
行
水
の

百
と
せ
ま
て
も

お
も
ひ
返
に

う
つ
り
か
は
れ
は

八
重
の
塩
路
を

た
ち
ゐ
に
待
て

あ
つ
ま
の
か
た
に

お
き
に
出
ぬ
る

よ
ら
む
方
な
き

こ
と
に
出
つ
㌧

折
ふ
し
に
今

う
ち
置
か
た
み

な
に
は
の
あ
し
き

熊
野
よ
り

日
の
本
の

十
と
い
ひ

ち
り
の
身
の

末
と
を
く

ひ
ろ
め
つ
㌧

七
と
せ
の

の
こ
る
人

し
の
き
く
る

日
を
く
ら
し

玉
く
し
に

あ
ま
人
の

思
ひ
を
も

も
う
さ
む
と

と
り
の
あ
と

い
ひ
し
ら
ぬ
・

受
は
し
め
つ
る

ヨ
　
モ

西
方
の
国
迄

二
に
あ
ま
る

命
お
し
ま
む

萬
の
年
の

此
一
こ
ゑ
を

う
ち
に
あ
ま
た
の

西
の
海
よ
り

心
つ
く
し
を

夜
を
あ
か
し
つ
㌧

ふ
た
つ
の
と
こ
ろ

船
な
か
し
た
る

い
か
ほ
の
浪
の

ひ
と
つ
の
胸
に

送
り
し
人
の

道
に
し
あ
れ
は

こ
と
の
葉
と
み
よ

か
の
短
寄
の
作
者
は
は
や
く
の
年
よ
り
七
旬
に
あ
ま
る
迄
難
波
津
の
道
に
望
を
か

け
、
飛
井
の
二
楽
軒
宗
世
よ
り
印
可
せ
ら
れ
侍
る
な
り
。
あ
つ
ま
の
方
に
二
の
と

こ
ろ
と
は
見
の
㌧
く
に
関
の
事
を
さ
せ
り
。

叉
あ
る
時
仏
土
寺
へ
つ
か
は
さ
る
㌧
詠
可
可
に
、

　
　
　
（
カ
）

法
を
さ
へ
捨
ね
と
そ
と
く
老
の
㌧
ち
心
と
㌧
む
る
し
き
し
ま
の
道

　
（
マ
・
）

法
尚
応
捨
何
況
非
法
の
心
と
か
や
。

叉
あ
る
人
の
か
た
よ
り
奉
ら
る
㌧
寄
に
、



、
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2

遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
i
（
上
）
。
（
河
野
）

．
あ
つ
ま
よ
り
弘
し
法
も
立
春
も
君
か
恵
に
久
か
た
の
そ
ら

と
な
ん
き
こ
え
け
れ
は
御
返
し
、

東
路
に
い
た
ヶ
て
遠
き
法
の
水
た
え
し
流
を
叉
結
は
や

　
　
　
　
　
（
マ
・
）

津
の
国
兵
庫
真
元
寺
に
τ
諸
神
法
楽
に
十
百
鵠
を
始
給
発
句
、

花
に
月
む
か
し
の
春
の
ひ
か
り
か
な

と
こ
ろ
は
福
原
の
京
の
旧
跡
、
寺
は
　
先
祖
上
人
の
旧
跡
な
り
。
心
を
含
給
ふ
も

の
か
。
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

江
州
小
野
の
宮
へ
参
詣
の
時
奉
り
給
ふ
一
巻
云
。

去
永
正
十
一
甲
戌
春
三
月
廿
四
日
之
夜
、
瑞
夢
云
。

　
　
　
ン
テ
　
　
　
ニ
（
マ
、
）
　
　
ヲ
ル

予
引
二
率
於
大
衆
一
号
参
一
詣
干
　
当
杜
一
分
。
令
レ
経
ご
過
申
殿
之
回
廊
一
分
。
到
二
大

　
ニ
　
ヲ
ニ
ヲ
ニ
テ
ヲ

床
一
即
掛
二
腰
於
縄
床
一
向
二
面
於
南
方
一
湛
二
温
湯
於
内
宋
外
漆
之
盤
一
欲
二
洗
足
一
而

ル
ニ
　
　
　
　
　
　
リ
　
、
ン
テ
　
ン
テ
ク

見
二
彼
器
物
一
炊
飯
満
二
其
申
一
。
干
レ
時
有
二
恐
惇
之
心
一
爾
而
神
官
命
レ
予
日
、
大
上

　
　
　
ヘ
　
　
ヲ
ン
テ
シ
ン
ヌ

人
宝
殿
可
レ
有
二
入
御
一
云
々
。
余
即
遂
ゴ
参
内
一
号
、
焼
香
礼
拝
而
成
二
十
念
廻
向
一
畢
。

　
　
　
　
（
マ
、
）
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
リ

此
儀
所
レ
懸
　
神
慮
也
。
因
以
今
日
結
一
二
褐
一
粗
題
二
旨
趣
一
者
也
。

ソ
ー
－
功
ミ
　
（
マ
・
）
　
　
　
（
マ
・
）
　
　
　
ケ
ナ
リ

■
当
時
大
聖
与
二
尊
神
一
　
ヒ
勅
契
盟
其
告
頻
　
六
歳
夢
魂
逢
二
去
歳
一
古
今
護
法

我
知
レ
真

　
永
正
十
六
已
夘
五
月
廿
一
日
　
廿
四
世
他
阿
弥
陀
仏
撤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ハ
ス
　
ヲ

翌
月
再
而
相
二
遷
干
上
坂
乗
台
寺
一
給
。
其
時
之
詩
井
レ
序
。

　
　
　
　
リ
ニ
（
カ
）
　
．
　
ニ
フ

余
再
来
之
瑚
至
二
干
門
外
一
号
下
レ
於
レ
輿
分
即
不
レ
入
二
干
仏
前
一
分
。
向
二
先
師
上
人

　
　
二
，
　
　
　
．
　
　
　
シ
テ
　
　
ソ
ム
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
ノ
　
ミ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン
テ

之
石
塔
一
。
時
脱
帽
避
履
而
令
二
長
脆
合
掌
一
夷
。
此
剋
有
レ
風
無
レ
人
而
玉
扉
俄
然

　
ケ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
タ
リ
　
　
ル
ニ
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
（
マ
、
）
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

而
開
集
。
併
　
聖
君
如
レ
在
殆
似
レ
蒙
一
尊
命
一
弥
発
二
輻
仰
心
一
倍
銘
二
感
涙
肝
一
者
也
。

　
　
テ
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
（
カ
）

個
以
綴
二
拙
偶
一
述
二
卑
懐
一
云
。
　
　
乞
願
昭
鑑

　
レ
テ
　
　
　
　
ニ
　
　
　
ニ
　
ル
　
　
コ
ノ
ト
キ
　
　
　
　
　
　
ニ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
ス
ル
カ
　
　
　
ノ
ニ
カ

冬
別
ヒ
　
先
師
一
夏
此
釆
斯
辰
石
室
自
然
開
　
尊
霊
有
レ
語
如
二
相
対
一
何
日
同
二

　
セ
ン
　
ノ
　
　
ニ

生
半
座
台
一

叉
真
影
前
に
奉
ら
る
㌧
寄
、

神
無
月
去
年
の
時
雨
の
ふ
る
跡
に
叉
袖
ぬ
ら
す
五
月
雨
の
そ
ら

近
江
国
よ
り
敦
賀
へ
赴
き
給
ふ
こ
ろ
、
国
々
大
概
飢
饅
し
侍
る
問
、
気
比
大
神
宮

の
御
前
の
御
道
造
り
も
要
脚
調
へ
難
に
付
て
は
　
神
慮
く
も
り
な
く
し
ろ
し
め
す

へ
し
。
此
度
は
さ
し
を
か
れ
て
た
㌧
法
施
の
み
は
か
り
に
参
詣
あ
る
へ
し
ど
の
儀

　
（
力
）

定
内
の
落
居
あ
り
け
る
に
、
そ
の
隣
地
井
河
の
新
善
光
寺
へ
移
り
給
ひ
て
後
あ
る

　
　
　
　
　
（
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
・

夜
、
河
越
の
宿
相
阿
俄
に
発
病
に
て
前
後
不
覚
也
。
良
あ
り
て
か
た
り
け
る
は
、

　
　
（
マ
・
）

今
夜
う
地
ま
と
ろ
む
こ
ろ
御
道
造
を
な
さ
れ
ん
と
て
相
阿
承
り
公
物
の
入
へ
き
限

り
注
文
を
書
て
捧
る
と
、
夢
み
て
や
か
て
振
付
ぬ
。
此
趣
を
披
露
に
及
は
れ
て
御
十

念
あ
ら
は
定
て
虫
も
し
つ
ま
り
な
む
と
申
。
則
申
夜
の
勤
の
始
ま
る
こ
ろ
彼
の
宿

所
へ
出
さ
せ
給
ひ
て
御
十
念
あ
り
し
か
は
、
御
還
り
の
㌧
ち
し
つ
ま
り
ゐ
ね
て
い

く
程
な
く
本
心
に
覆
し
け
り
。
時
に
上
人
感
歎
あ
り
て
大
上
人
の
祖
意
も
亦
気

比
大
神
宮
の
神
慮
も
一
代
の
其
数
と
お
ほ
す
に
こ
そ
と
そ
。
し
か
ら
は
冥
慮
に
て

か
な
ら
す
此
度
の
儀
式
成
就
し
て
ん
と
よ
ろ
こ
は
せ
給
ひ
ぬ
。
果
し
て
六
月
十
日

に
西
方
寺
に
お
は
せ
し
に
は
か
ら
す
十
一
日
に
諸
人
合
カ
の
事
あ
り
け
る
間
、
午

剋
は
か
り
に
明
日
加
例
の
儀
式
を
遂
へ
し
と
の
給
ひ
出
さ
せ
け
り
。
誠
に
此
度
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
ノ
マ
・

幣
と
り
あ
へ
ぬ
程
の
事
な
る
に
、
海
衆
輻
湊
と
来
り
集
り
瑞
離
の
辺
り
よ
り
浜

ひ
さ
し
に
到
る
迄
道
俗
男
女
限
を
つ
ゐ
て
道
去
あ
へ
ぬ
程
所
せ
き
な
り
き
。
療
し

た
る
道
雀
お
こ
心
、
絶
た
る
と
こ
ろ
を
継
せ
草
を
け
つ
ら
せ
沙
を
運
ひ
侍
に
貴
賎

思
ひ
く
の
衣
服
を
着
し
老
少
取
々
の
器
物
に
て
荷
戴
し
け
る
間
、
辰
時
吉
未

剋
は
か
り
に
造
り
納
て
、
其
後
惣
門
か
た
は
ら
に
た
か
く
棚
を
か
ま
へ
餅
子
を
つ

ま
せ
僧
俗
に
手
つ
か
ら
ひ
か
せ
給
ひ
、
を
は
り
て
客
殿
に
帰
座
あ
り
て
沐
浴
以
後

太
神
宮
へ
大
衆
と
共
に
詣
給
ひ
焼
香
惣
礼
等
恒
例
の
こ
と
く
行
ひ
侍
り
て
短
冊
を



2
3
、

参
ら
せ
ら
る
。
法
の
師
の
つ
く
り
初
し
此
道
を
伝
て
神
に
ま
う
て
執
賀
那

次
の
日
、
上
宮
へ
徒
衆
あ
ま
た
の
船
に
の
り
漕
出
ら
る
㌧
に
、
俄
に
南
の
風
吹
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
ヒ

て
幾
程
な
く
着
岸
あ
り
て
、
日
申
の
行
事
執
行
給
ひ
て
、
叉
船
に
の
り
押
出
さ
せ

侍
る
に
十
町
余
の
程
は
浪
風
も
な
く
見
え
わ
た
り
し
か
、
や
か
て
北
風
吹
出
て
叉

々
追
手
心
の
ま
㌧
に
し
て
侍
る
間
是
則
　
神
慮
に
こ
そ
と
て
一
首
を
手
向
ら
る
。

け
さ
は
み
な
み
夕
は
北
の
風
に
し
て
追
手
や
船
も
神
の
ま
に
く

を
の
く
同
撰
奉
の
衆
読
薯
、
着
岸
の
後
、
清
書
し
て
神
主
一
つ
か
わ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

る
。
抑
大
上
人
御
在
世
の
時
当
津
御
逗
留
の
う
地
、
近
江
国
小
野
宮
大
菩
薩
の
神

　
　
　
（
力
）

主
法
名
炊
阿
に
神
詫
有
て
云
、
上
人
を
当
杜
に
請
し
奉
る
へ
し
と
し
き
り
に
告
有

け
れ
は
、
海
津
へ
御
迎
に
舟
を
参
ら
せ
ら
る
㌧
日
は
南
風
吹
、
翌
朝
に
乗
船
し
給

ぺ
は
北
風
に
な
り
て
順
逆
意
の
こ
と
く
侍
し
と
な
む
。
古
今
の
不
思
儀
符
節
を
合

た
る
か
こ
と
し
。
是
併
末
師
の
戒
徳
に
あ
ら
す
、
大
聖
と
神
慮
と
の
御
契
約
の
余

風
な
り
．
と
信
を
と
り
給
ひ
け
り
。
先
条
に
注
せ
る
こ
と
く
去
甲
戌
の
仲
春
廿
四
日

（
マ
・
）

の
　
小
野
の
宮
よ
り
の
瑞
夢
に
神
官
当
代
へ
対
し
奉
ら
る
㌧
大
上
人
神
殿
へ
入
御

あ
れ
と
云
；
自
と
廿
四
日
の
告
、
廿
四
代
を
冥
に
あ
て
給
ふ
か
。
叉
此
度
井
川
お

い
て
御
道
造
の
さ
い
そ
く
と
今
日
。
の
南
北
両
風
の
追
手
と
ふ
た
つ
の
御
神
と
串
、

ふ
た
つ
の
在
所
と
申
、
二
祖
の
時
に
か
は
ら
さ
る
も
の
也
と
随
逐
の
老
僧
批
判
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
一

き
。
去
程
に
十
四
日
に
き
の
め
た
う
け
を
越
給
は
ん
と
荷
造
以
下
た
や
す
か
る
へ

か
ら
す
。
然
れ
は
船
に
て
か
う
の
浦
へ
七
里
の
渡
り
を
こ
し
奉
ろ
へ
き
由
、
と
こ

ろ
の
代
官
串
け
る
間
其
旨
に
任
せ
ら
れ
け
る
に
、
此
渡
海
は
難
渡
な
り
と
人
々
申

あ
へ
る
に
、
叉
俄
に
北
風
追
手
に
吹
出
て
半
日
斗
に
事
ゆ
へ
な
く
船
着
ぬ
。
し
か

く
し
て
遊
屋
の
宿
と
云
所
に
て
申
飯
を
長
崎
の
末
寺
よ
り
と
㌧
の
へ
け
る
に
疾
雷

　
　
（
カ
）

な
り
暴
風
吹
来
り
、
大
雨
軍
軸
を
な
か
す
程
に
ふ
り
あ
れ
け
り
。
此
風
雨
半
時
さ

き
に
か
く
あ
り
し
か
は
船
皆
難
渡
に
沈
む
へ
し
と
い
ひ
あ
へ
り
。
弥
お
か
の
順
風

遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
上
）
、

（
河
野
）

　
神
慮
の
儀
顕
然
た
る
も
の
か
。

同
月
十
八
日
に
五
十
八
杜
参
詣
有
之
、
前
々
の
こ
と
く
行
事
遇
て
、
一
首
を
手
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
挿
入
）

ら
る
。
昔
正
応
三
隼
に
大
上
人
へ
あ
す
よ
り
は
た
れ
に
と
は
ま
し
の
神
寄
を
思
ひ

出
給
ひ
て
、

木
綿
し
て
を
か
け
て
や
ら
し
の
法
の
師
の
其
跡
守
れ
萬
代
ま
て
に

長
崎
称
念
寺
へ
移
り
給
ふ
比
、
光
明
院
覚
阿
当
住
持
の
影
像
と
て
名
号
を
申
沙
汰

有
し
か
は
一
首
を
題
、
を
く
ら
る
。

十
あ
ま
り
二
の
代
を
し
続
寺
の
称
念
は
南
無
阿
弥
陀
仏

同
こ
ろ
七
タ
に
、

天
の
河
と
を
き
流
の
ま
砂
を
や
け
ふ
の
あ
ふ
瀬
の
数
に
契
り
し

月
と
日
の
め
く
ら
む
程
は
法
の
名
も
星
の
相
瀬
も
絶
し
と
そ
お
も
ふ

予
州
奥
谷
宝
厳
寺
へ
去
三
月
津
の
国
兵
庫
よ
り
人
を
遣
さ
れ
、
両
尊
の
衆
一
処
倶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
カ
㌧

会
の
瑚
な
れ
は
、
勤
行
声
博
士
調
子
等
指
南
の
た
め
に
当
坊
主
召
も
よ
ほ
さ

る
。
然
る
に
折
節
檀
辺
の
儀
に
つ
ゐ
て
差
合
事
有
て
、
七
月
半
に
越
前
の
国
の
兵

庫
光
触
寺
に
御
移
の
刻
、
参
着
有
そ
れ
よ
り
夜
を
以
て
日
に
つ
き
声
を
と
㌧
の
へ

ほ
と
拍
子
の
沙
汰
あ
り
、
そ
の
こ
ろ
書
て
宝
厳
寺
其
阿
へ
つ
か
は
さ
る
㌧
短
可
可
、

た
ひ
こ
ろ
も
　
は
る
の
そ
ら
よ
り
　
た
ち
い
て
ん
　
事
を
し
き
そ
ひ

や
る
文
の
　
　
臆
の
使
も
　
　
　
　
帰
り
釆
て
　
　
か
た
る
を
き
け
は

し
ら
浪
の
　
　
八
重
の
塩
路
を
　
　
か
ら
く
し
て
　
渡
り
し
船
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）

梶
ま
く
ら
　
　
夢
も
結
は
ぬ
　
　
　
う
き
ね
を
も
　
う
き
な
か
ら
叉

こ
ん
人
の
　
心
つ
く
し
を
　
か
ね
て
吉
盲
ひ
く
て

夏
も
す
き
　
　
秋
の
は
し
め
の
　
　
ふ
み
月
の
　
　
十
日
あ
ま
り
に

ま
ち
え
つ
㌧
　
み
れ
は
い
に
し
へ
　
な
れ
／
＼
し
　
す
が
た
も
老
の

さ
か
こ
し
て
　
六
十
に
ち
か
き
　
　
翁
さ
ひ
　
　
　
人
な
と
か
め
そ



拠

遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
上
）

（
河
野
）

わ
れ
は
な
お
　
よ
は
ひ
の
程
も
　
ま
す
か
＼
み
　
ょ
そ
の
う
へ
て

を
と
ろ
ふ
呑
　
我
身
の
か
け
も
　
み
る
は
か
り
　
涙
い
か
な
る

物
な
れ
は
　
　
逢
か
た
く
1
し
て
　
い
ま
あ
へ
る
　
此
う
れ
し
さ
を

つ
㌧
み
か
ね
　
う
る
ほ
す
袖
と
　
な
り
ぬ
ら
ん
　
是
や
し
く
れ
の

ふ
り
を
け
る
　
な
ら
の
都
に
　
　
寺
た
て
し
　
　
祈
の
た
め
に

法
の
師
を
　
　
月
の
名
に
お
ふ
　
国
よ
り
も
　
　
む
か
へ
し
時
に

難
波
江
の
　
　
岸
に
あ
か
り
て
　
よ
む
寄
に
　
　
し
や
か
の
御
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

契
り
て
し
　
　
真
如
く
ち
せ
す
　
あ
ひ
み
つ
と
　
い
ひ
し
昔
の

こ
と
く
さ
も
　
思
ひ
過
せ
は
　
　
こ
㌧
に
叉
　
　
浮
木
の
亀
の

た
と
へ
ま
て
　
ま
れ
の
逢
せ
に
　
思
ひ
あ
は
せ
ぬ

右
宝
厳
寺
当
坊
主
素
生
武
州
の
人
也
。
十
九
代
上
人
の
御
弟
子
に
な
り
、
本
調
声

を
つ
と
む
る
斗
、
廿
一
祖
の
時
代
迄
身
命
を
尽
せ
り
。
即
廿
一
代
宝
厳
寺
へ
下
向

せ
ら
れ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

抑
賀
州
潮
津
西
光
寺
に
や
す
ら
は
せ
給
ふ
折
節
、
越
後
よ
り
越
申
へ
弓
矢
を
取
か

け
て
乱
入
あ
り
、
然
間
修
行
の
道
前
後
を
忘
却
し
進
退
共
に
た
よ
り
を
う
し
な
い

給
ふ
間
、
長
崎
称
念
寺
同
末
寺
の
年
寄
衆
を
召
請
せ
し
め
両
尊
の
衆
儀
平
従
し
け

れ
共
、
是
非
ひ
と
み
ぢ
の
異
見
に
も
及
ぱ
れ
ぬ
間
、
八
月
廿
三
日
に
此
修
行
を
先

（
カ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
｝

々
さ
し
を
き
を
の
く
所
縁
に
ま
か
せ
ち
ら
す
へ
き
よ
し
の
た
ま
ひ
出
し
給
ふ

比
。
夢
想
の
告
有
、
時
に
詩
拝
レ
序
云
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

永
正
己
夘
伸
秋
廿
日
之
暁
感
二
夢
想
一
夷
。
第
二
第
三
句
也
。
因
以
相
二
続
於
彼
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

後
一
耳
即
用
二
於
唐
人
長
継
本
鵠
一
。
然
而
後
拝
二
進
干
聖
廟
之
影
前
一
集
。
遊
行
廿
四

　
　
　
　
　
　
　
ツ
ル

世
他
阿
弥
陀
仏
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
　
ノ
ナ
ル
　
　
　
　
テ
　
　
　
ク

両
旬
神
人
示
二
夢
申
一
青
山
不
レ
改
旧
時
客
来
迎
引
接
可
二
何
日
一
眠
覚
猶
聞
半

　
ノ

夜
鐘
．

西
光
寺
に
し
て
五
十
日
を
㌧
く
り
給
ふ
う
ち
に
越
後
衆
退
散
し
て
越
申
衆
無
為
に

属
し
て
や
か
て
出
歩
し
給
ふ
も
の
な
り
。
八
月
十
五
夜
の
一
会
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

月
も
わ
か
か
つ
ら
を
お
く
ら
は
こ
よ
ひ
か
な

十
九
代
上
人
の
御
影
賛
、
伊
予
の
宝
厳
寺
其
阿
所
望
に
付
て
、

釈
迦
尊
像
在
二
清
涼
一
済
度
万
年
盟
約
長
　
十
九
上
人
真
影
像
　
利
生
猶
可
二
四

州
目
一
，

忘
れ
し
の
其
悌
を
う
つ
し
絵
に
む
か
ふ
度
に
や
南
無
阿
弥
陀
仏

為
二
斎
藤
別
当
真
盛
一
於
二
篠
原
一
塔
婆
銘
日
。

ソ
ノ
カ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

当
時
魂
晩
結
縁
後
累
代
祖
師
斯
地
来
可
レ
識
真
阿
成
仏
日
高
名
錦
服
既

　
ナ
リ
ト

塵
挨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
ノ

聞
説
。
斎
藤
別
当
真
盛
者
平
家
重
職
之
良
従
武
略
無
双
之
勇
士
也
。
　
匹
夫
志
冠
ニ

　
　
　
　
　
　
ノ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ヌ
　
ニ
　
　
（
カ
）

一
十
群
侶
一
分
忠
節
誉
長
二
干
衆
臣
一
号
。
然
琴
手
此
地
一
号
討
死
畢
。
碧
吾
祖
第
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
・
コ
ト

四
世
上
人
蜘
二
騒
干
西
光
寺
一
之
醐
。
彼
亡
霊
観
云
仰
願
尊
者
得
レ
免
二
　
於
闘
静
之

　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ト
　
　
　
　
ト
ヅ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

苦
域
一
令
レ
入
二
干
和
合
之
楽
邦
一
給
ギ
レ
時
法
一
手
昔
日
之
講
一
即
見
レ
授
二
戒
名
於
真

，
ト
　
　
　
ナ
ル
　
ナ
ル
　
　
　
ニ
ス
ル
コ
ト
　
　
ン
　
　
　
ツ
カ
タ

阿
一
。
臆
喀
時
耶
。
命
耶
。
如
レ
斯
為
レ
之
奈
何
。
自
レ
爾
以
還
十
一
代
之
祖
師
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）
ス
　
　
　
ヲ

所
遷
来
之
刻
。
令
レ
起
二
立
於
塔
婆
一
分
祷
二
爾
於
仏
果
一
集
。
今
亦
予
題
二
小
褐
碩
一

ハ
ス
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
ク
　
キ
　
ニ
　
ハ
ン
テ
　
ン
ト
　
ニ
　
　
　
　
ナ
ル

旗
二
其
旨
趣
一
者
也
。
抑
世
話
日
勤
レ
悪
者
翻
叉
勤
レ
善
集
。
誠
哉
此
詞
笑
。
循
々
然

タ
ル
カ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ル
カ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ハ

乎
仏
祖
之
法
カ
。
悔
々
如
乎
精
霊
之
願
心
夷
。
希
源
平
両
家
一
陣
一
戦
之
軍
勢
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

至
修
羅
患
苦
之
群
属
法
界
無
差
平
等
而
已
。
永
正
已
抑
年
秋
上
旬
日
。

あ
る
時
の
会
に
、
　
旅
宿
夢

　
　
　
　
　
　
（
カ
）

さ
よ
枕
か
り
て
越
え
は
や
飯
に
む
す
あ
は
れ
わ
か
身
の
夢
の
行
衛
を

　
　
　
　
　
　
山
月

分
て
い
つ
日
を
叉
み
む
馬
草
か
る
か
ま
く
ら
山
の
露
の
ふ
る
み
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

越
前
幡
岡
仏
徳
寺
十
代
坊
主
弟
子
彼
影
像
と
て
名
号
串
沙
汰
せ
し
時
、
呼
レ
名
出



25

ス
　
　
　
　
　
　
ノ

現
。
本
釆
仏
豊
借
二
工
夫
一
聞
二
面
目
一
。

　
　
（
カ
）

知
や
今
な
に
の
御
法
の
道
も
皆
南
無
阿
弥
陀
仏
の
声
有
と
は

廿
二
代
一
周
忌
卒
塔
婆
之
銘
、

　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
ト
モ
レ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ニ
ナ
リ
　
　
ノ

春
往
秋
来
人
不
レ
復
　
花
開
葉
落
我
無
レ
忘
　
去
年
一
別
暁
風
夢
　
残
月
西
明
本
有

光
　
ニ
レ
バ
　
　
　
ノ
リ
　
（
力
）
　
　
　
レ
ヤ

朗
観
。
半
日
見
レ
花
芳
友
之
春
契
不
レ
浅
一
脅
翫
レ
月
来
客
之
秋
興
猶
深
。
何
況
於
二

大
善
知
識
之
因
縁
一
哉
。
何
矧
於
二
附
法
相
承
之
深
恩
一
乎
。
以
レ
麦
先
師
清
浄
光

寺
第
廿
二
祖
他
阿
上
人
相
二
迎
諸
還
之
辰
一
東
西
之
大
衆
面
々
之
志
各
々
之
営
也
。

　
レ
〈
ヨ
リ
ス
ヲ
　
　
（
ン
ヲ
　
　
　
　
ヲ
　
　
ニ

豚
仏
眼
素
照
二
寸
心
一
福
田
空
嬢
二
小
善
一
乎
。
仲
尼
日
慎
レ
終
追
レ
遠
民
徳
販
レ
厚
焉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
ヲ
　
メ
　
　
　
ヲ
ン
テ

抑
故
聖
平
日
之
風
志
諌
二
乎
小
弟
一
分
勧
二
乎
螢
雪
之
学
一
果
而
欲
レ
令
レ
塾
二
宗
之

　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
」
　
　
　
（
挿
入
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

法
燈
一
訓
二
乎
法
侶
一
分
琢
二
戒
行
之
玉
一
遂
而
擬
レ
令
レ
為
二
一
門
之
明
鏡
一
者
也
。
此

　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

外
慈
心
之
徳
記
録
不
レ
違
。
然
間
老
若
僧
尼
集
二
会
干
本
誓
寺
二
二
日
之
勤
行
三
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヲ

之
念
仏
時
々
刻
々
不
断
也
。
尊
霊
定
有
一
莱
二
臨
干
道
場
樹
下
一
須
下
相
二
交
自
光
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
　
ニ
　
　
フ
　
　
．
　
　
　
　
　
ン
テ
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
ナ
リ
　
　
　
（
マ
、
）
　
　
　
　
二

行
道
徒
衆
一
給
上
。
価
造
二
立
於
小
母
駄
一
述
二
作
於
小
褐
聖
所
レ
備
二
報
射
之
資
糧
一

　
　
　
ク
ハ
　
　
　
ノ
ト
　
ン
コ
ト
ヲ
ノ
　
　
　
ζ
　
　
ヲ
　
　
ニ
　
ミ
　
　
　
，
ヲ

焉
。
庶
幾
已
成
二
窮
理
聖
一
真
有
二
遍
空
威
一
集
。
倍
布
二
慈
雲
於
三
界
一
弥
注
二
法
雨

　
　
ニ
　
　
　
テ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
チ

於
十
方
一
焉
。
敢
乞
遺
弟
各
至
皐
命
為
期
之
貝
塑
奉
事
師
長
之
孝
行
一
共
待
二
来

迎
引
勤
ち
勘
彰
邦
常
住
之
伴
侶
一
而
已
。
時
嚢
正
易
孟
冬
初
九
大
衆
噂

艮
博
多
前
住
議
其
阿
用
一
先
塑
見
一
奉
一
駕
奉
其
阿
九
拝
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
カ
　
　
　
レ
ン

廿
二
先
尊
歎
二
訣
別
一
徳
容
温
潤
執
相
忘

　
ノ
　
リ

取
光

　
　
　
　
　
叉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ノ
　
　
ニ

欽
奉
レ
供
二
　
御
遊
廿
二
世
一
周
忌
辰
牌
前
一

出
世
番
々
廿
二
雄
　
還
釆
穣
国
事
二
神
通
一

遊
行
二
十
四
祖
御
彦
行
記
（
上
）

　
　
　
　
　
　
ノ

従
レ
元
聖
果
自
然
躰

伏
乞
霊
鑑
昭
徹

　
　
　
　
　
ノ
　
　
ソ

十
方
済
度
今
何
処

一
河
野
）

　
　
　
（
マ
・
）

善
悪
無
レ
差
摂

其
阿
稽
類
。

去
歳
別
二
南
浮

　
ヲ

日
東
一

　
　
　
（
マ
・
）

叉
上
人
追
膳
之
御
詠
寄
、

山
の
は
の
時
雨
も
こ
れ
か
一
め
く
り
月
に
し
く
る
㌧
お
も
か
け
の
雲
　
　
十
月
な

か
は
の
比
、
賀
州
梅
田
光
摂
寺
へ
移
ら
せ
給
ふ
う
ち
に
奥
谷
宝
厳
寺
下
向
に
付
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ト
リ

一
会
有
御
発
旬
。
　
忘
れ
め
や
声
に
霜
ふ
る
小
夜
衛

同
脇
宝
厳
寺
其
阿
、
　
茅
原
に
さ
ゆ
る
月
の
河
風

十
月
廿
日
光
摂
寺
を
た
㌧
せ
給
ふ
と
き
の
こ
し
置
せ
ら
る
㌧
彼
前
住
は
十
二
代
坊

主
に
当
れ
り
。
平
生
帰
命
を
先
と
し
寺
家
を
興
せ
り
。
濃
州
二
岩
に
故
上
人
在
寺

の
瑚
両
度
参
侯
あ
り
て
一
度
め
に
往
生
を
か
し
こ
に
て
遂
侍
り
、
此
刻
梅
田
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）

な
る
大
木
の
松
開
山
以
来
の
植
木
な
り
。
恋
慕
し
け
る
に
や
坊
主
出
行
の
時
分
よ

り
色
か
は
り
て
没
後
に
枯
け
る
程
の
道
人
な
り
。
誠
に
抜
提
河
の
四
双
の
檀
木
に

ひ
と
し
き
も
の
か
。

夢
う
つ
㌧
お
き
ふ
し
そ
ひ
て
な
き
人
の
面
影
さ
ら
ぬ
宿
の
朝
夕

道
あ
り
し
人
を
は
た
れ
も
し
の
ふ
草
其
た
ね
の
こ
せ
ふ
る
き
軒
は
に

此
心
は
当
坊
主
を
御
い
さ
め
の
た
め
と
か
や
。

同
国
富
田
花
林
寺
に
て
、
　
霜
に
い
ま
み
る
さ
へ
花
の
林
哉

越
申
報
土
寺
へ
十
一
月
十
一
日
に
移
ら
せ
給
ふ
。
此
寺
は
上
人
三
十
余
年
居
住
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

地
な
り
。
近
き
わ
た
り
に
朝
日
の
観
音
と
て
む
か
し
蒼
海
よ
り
あ
か
ら
せ
給
ふ
千

手
の
霊
像
ま
し
ま
す
。
永
正
十
五
年
正
月
五
日
の
夜
、
此
と
し
化
導
あ
る
へ
き
瑞

夢
を
感
し
給
ひ
て
、
同
月
十
八
日
に
縁
日
な
れ
は
と
て
御
代
官
と
し
て
寺
僧
を
ま

い
ら
せ
ら
れ
け
る
に
、
此
使
者
帰
路
の
と
き
南
風
俄
に
は
け
し
く
吹
釆
り
、
か
ふ

り
た
る
物
を
吹
さ
そ
ひ
て
四
五
日
山
き
は
の
か
た
へ
吹
お
と
せ
り
。
そ
の
わ
た
り

雪
ふ
か
う
し
て
道
た
ど
ぐ
し
、
行
て
帽
を
と
り
あ
け
け
る
に
し
た
に
す
け
笠
の
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遊
行
二
十
四
祖
御
彦
行
記
（
上
）

（
河
野
〉

い
ま
た
人
の
着
さ
る
有
。
そ
え
て
帰
り
ぬ
。
あ
る
人
こ
れ
を
あ
は
せ
て
云
く
、
笠

は
旅
の
道
に
て
頂
上
に
有
物
也
と
云
々
。
果
や
。
同
年
九
月
そ
の
夢
想
と
瑞
相
と

あ
ゐ
て
修
行
の
う
へ
に
て
翌
年
十
一
月
帰
国
あ
り
て
、
彼
の
観
音
の
告
を
思
合

て
、
の
た
ま
は
く
、
見
レ
義
不
レ
為
無
レ
勇
也
と
云
本
叉
あ
れ
は
と
て
叉
次
の
年
の

正
月
十
八
日
重
て
御
代
官
を
ま
い
ら
せ
ら
る
㌧
と
て
、
大
な
る
名
号
に
一
首
を
題

し
給
ふ
。

む
は
玉
の
夜
の
夢
路
に
兼
て
み
し
朝
日
の
山
の
光
を
そ
し
る

（
コ
ノ
一
行
挿
入
）

遊
行
と
云
事
を

遊
行
法
の
車
の
わ
か
心
神
や
仏
の
ひ
く
に
ま
か
せ
む
　
　
同
報
土
寺
に
お
ゐ
て
別

時
取
行
給
ひ
し
に
、
廿
九
日
辰
の
時
す
こ
し
法
座
に
し
て
睡
侍
に
、
幾
代
と
も
さ
㌧

　
　
（
カ
）

し
と
を
㌧
の
庭
の
雪
、
．
と
見
侍
り
給
ひ
、
即
是
は
仏
勅
な
れ
は
と
思
給
ひ
、
其
座

に
て
手
つ
か
ら
し
る
し
給
ふ
に
、
二
重
の
莚
と
こ
も
と
を
も
て
か
け
か
こ
ひ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

に
、
朝
日
の
か
け
と
を
り
て
彼
示
現
の
句
を
注
し
給
ふ
紙
筆
を
照
し
け
り
。
抑
永

正
九
年
壬
申
八
月
廿
代
上
人
入
滅
以
後
翌
年
廿
一
代
上
人
五
月
遷
化
、
同
十
六
年

五
月
廿
三
代
上
人
同
十
月
廿
二
祖
浬
築
に
入
給
ふ
間
、
内
々
門
徒
の
事
心
ほ
そ
く

思
ひ
つ
㌧
け
侍
し
に
、
幾
代
と
も
さ
㌧
し
と
の
告
を
蒙
ら
せ
給
ひ
て
安
堵
し
給
ふ

と
や
。
此
心
を
作
し
給
へ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ン
テ
（
マ
、
）
ヲ
　
　
　
　
ノ
ナ
ル
ヘ
ン
　
ニ
レ

般
舟
三
昧
定
申
静
　
不
レ
覚
睡
眠
昼
二
章
一
有
レ
命
萬
隼
斯
法
壮
　
仏
神
共
是
感

　
カ
ラ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
、

応
長

か
き
り
あ
れ
は
こ
と
し
も
け
ふ
に
暮
に
け
り
た
の
ま
て
叉
や
春
に
逢
な
ん

庚
辰
正
月
元
目
於
報
土
寺
試
筆
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

南
去
北
来
還
遇
レ
春
　
々
秋
旅
雁
共
聞
レ
穣
今
年
六
十
一
隼
裏
　
過
年
天
涯
干
里

身雲
の
上
に
こ
と
し
む
か
へ
は
か
の
へ
た
つ
六
十
の
老
の
さ
か
も
こ
え
き
ぬ

二
日
加
例
の
会
に
、
　
越
て
と
し
け
ふ
や
二
葉
の
花
の
は
る

二
月
上
旬
に
氷
見
と
云
所
へ
大
衆
と
共
に
出
さ
せ
給
ひ
き
。
し
さ
ひ
は
去
年
の
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
挿
入
）

月
越
申
へ
能
登
越
後
衆
同
心
に
打
こ
え
侍
り
て
此
所
に
お
ゐ
て
一
戦
も
有
罷
と
衆

数
百
人
討
死
す
。
そ
の
弔
の
為
也
。
高
丈
の
塔
婆
を
立
、
勤
行
有
。
碩
云
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

軽
命
重
義
忠
節
士
　
吾
今
回
向
此
軍
場
　
大
悲
順
逆
二
門
照
　
横
裁
弥
陀
利
劔

リ光　
　
　
　
右
意
趣
者
恐
レ
繁
略
レ
之
。

報
土
寺
に
お
は
せ
し
う
ち
に
、
ち
か
き
日
あ
る
女
性
ま
い
り
て
十
念
う
け
、
名
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
、
、
）

を
給
は
り
て
後
の
夢
に
、
上
人
に
た
ひ
し
奉
り
、
あ
り
し
結
縁
の
と
き
の
心
ち
し

　
　
　
　
　
（
カ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
、
）

て
一
首
の
寄
を
見
侍
る
と
て
重
て
参
り
人
し
て
秦
し
け
る
は
、

何
事
の
そ
れ
を
是
と
は
し
ら
雲
の
か
㌧
る
御
法
を
う
る
そ
う
れ
し
き

と
な
ん
き
こ
え
し
。
此
女
性
は
兼
て
は
可
可
を
は
よ
ま
ぬ
人
な
り
と
。
抑
此
趣
向
誠

に
他
力
本
願
の
深
意
こ
も
れ
り
。
一
代
教
主
の
尺
迦
如
来
す
ら
阿
弥
陀
の
三
字
を

は
ひ
る
よ
る
一
劫
の
間
、
こ
の
功
能
を
と
く
共
尽
す
こ
と
あ
た
は
し
と
な
り
。
こ

と
に
我
宗
の
安
心
は
信
不
信
を
も
た
㌧
さ
す
浄
不
浄
を
む
え
ら
は
す
唯
南
無
阿
弥

　
　
　
　
　
（
マ
・
）

陀
仏
と
唱
ふ
る
斗
、
熊
野
権
現
の
神
詫
　
一
遍
上
人
の
相
伝
也
。
其
せ
う
こ
は
老
た

る
に
も
を
さ
な
ひ
に
も
南
無
阿
弥
陀
仏
と
た
に
も
こ
ゑ
に
出
て
唱
れ
は
算
を
さ
つ

く
る
也
。
是
叉
あ
る
文
に
、
不
論
不
浄
不
論
心
乱
仰
念
弥
陀
即
得
往
生
と
有
。
も

と
よ
り
念
仏
往
生
の
を
こ
り
は
、
天
竺
こ
く
の
い
た
い
け
ぷ
に
ん
の
は
し
め
に

て
、
女
人
往
生
の
縁
起
と
な
り
し
は
、
五
百
人
の
侍
女
も
お
な
し
く
如
来
の
記
別

に
預
り
し
な
り
。
法
花
の
女
人
成
仏
は
八
歳
の
龍
女
壱
人
也
。
そ
れ
三
千
大
干
世

界
に
も
か
え
ま
し
き
ほ
と
の
む
け
宝
珠
を
ふ
せ
し
奉
れ
り
。
し
か
も
女
人
な
か
㌻

は
成
仏
か
な
は
す
し
て
変
成
男
子
し
て
南
方
無
垢
世
界
へ
生
れ
し
也
。
然
に
葦
提

は
女
人
の
身
な
か
ら
記
別
を
か
う
ふ
り
一
人
の
み
な
ら
す
五
百
の
侍
女
ま
で
往
生
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を
と
け
し
事
、
念
仏
と
法
花
と
の
分
別
有
へ
し
。

　
　
ツ
イ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

文
く
次
よ
ろ
し
く
お
ほ
し
給
て
一
首
を
よ
み
て
、
同
か
や
う
に
こ
と
か
き
を
し

一
て
あ
た
へ
給
ふ
。

な
に
事
と
し
ら
す
は
か
ら
す
唱
れ
は
な
む
あ
み
た
仏
に
後
は
な
る
な
り

此
女
性
は
麻
生
谷
の
な
に
か
し
の
妻
女
な
り
。
越
申
の
国
人
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

報
土
寺
の
庫
裏
役
も
ち
㌧
梵
阿
過
し
年
、
恋
劇
に
事
よ
せ
、
秋
の
寺
納
弓
矢
に
と

　
（
カ
）

り
ま
き
ら
は
し
て
引
ち
か
ふ
る
事
お
ほ
か
り
し
に
と
か
く
打
を
か
せ
給
ふ
に
、
し

わ
す
の
暮
ま
て
ま
す
く
無
沙
汰
の
子
細
あ
り
け
る
間
、
。
別
時
の
な
か
は
吉
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
挿
入
）

仕
を
先
々
と
㌧
め
さ
せ
ら
る
。
追
放
程
の
事
は
な
か
り
け
る
に
、
正
月
十
八
日
よ

．
り
傷
寒
を
此
梵
阿
悩
出
て
幾
程
な
く
物
く
る
は
し
く
な
り
、
お
さ
め
の
う
つ
は
物

を
取
持
て
地
下
人
の
家
々
へ
か
け
い
り
狂
乱
し
け
り
。
そ
の
㌧
ち
病
増
気
し
て
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
興
糺

月
廿
三
日
に
死
す
。
此
よ
し
寺
家
よ
り
披
露
に
及
し
に
の
た
ま
は
く
仏
物
を
こ
ま

う
に
よ
て
仏
罰
を
忽
に
蒙
る
う
へ
は
我
ゆ
る
す
へ
き
や
う
な
し
と
て
捨
を
か
れ

て
、
叉
の
た
ま
は
く
、
此
詫
な
ら
は
重
て
其
し
る
し
有
へ
し
と
云
々
。
然
に
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

な
か
は
の
比
、
親
類
な
り
け
る
を
ん
な
み
こ
を
か
た
ら
ひ
て
口
を
よ
す
る
と
カ

や
。
時
に
こ
の
神
子
に
の
り
う
つ
り
て
死
人
謡
し
け
る
は
我
身
欲
念
の
あ
や
ま
り

に
よ
り
て
寺
領
を
掠
侍
る
故
御
と
か
め
に
預
り
た
ち
と
こ
ろ
に
お
い
て
仏
智
の
せ

め
を
蒙
れ
り
。
是
に
よ
り
て
後
生
迄
も
捨
れ
ま
い
ら
せ
て
沈
倫
の
苦
を
う
く
。
ね
か

は
く
は
我
に
か
は
り
て
上
人
へ
そ
せ
う
申
、
御
た
す
け
に
預
る
や
う
に
と
い
ひ
て

涙
に
む
せ
ひ
ぬ
と
申
と
云
々
。
同
か
の
死
人
と
く
み
し
て
侍
る
寺
の
下
人
の
男
同

前
に
発
病
し
て
死
せ
り
。
こ
れ
は
在
家
の
も
の
な
れ
は
と
て
、
や
か
て
法
名
を
授

け
御
代
官
を
つ
か
は
し
取
を
か
せ
ら
れ
け
り
。
扱
叉
不
往
生
の
不
遣
人
の
事
報
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）

寺
御
立
の
瑚
仏
前
に
お
い
て
藤
沢
遊
行
本
僧
等
に
か
の
件
の
こ
と
は
り
を
演
給
ひ

遊
行
一
一
一
十
四
祖
御
修
行
記
（
上
）

（
河
野
）

て
本
名
を
改
れ
て
御
十
念
有
。
誠
に
希
有
な
り
。
不
思
議
な
り
。
筆
に
の
こ
す
物

は
も
し
ゆ
く
末
に
み
る
人
も
有
て
現
在
僧
物
を
も
を
か
さ
ぬ
た
め
し
に
と
て
此
儀

を
は
日
帳
に
注
さ
せ
ら
れ
し
を
今
此
一
巻
に
写
す
者
也
。
か
の
横
惑
者
を
は
し
め

は
捨
ら
る
㌧
こ
と
諸
人
見
聞
の
衆
後
を
慎
せ
ん
か
為
也
。
是
抑
止
の
心
か
は
た
し

で
は
助
さ
せ
給
ふ
る
摂
取
の
悲
願
と
有
難
く
覚
侍
き
。

（
マ
・
）

永
　
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
ケ

同
十
七
年
四
月
四
日
越
申
ハ
津
を
立
給
ふ
比
、
黒
辺
四
十
八
　
瀬
水
か
さ
い
と
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ヰ
ナ

き
比
な
れ
は
と
て
、
檀
方
椎
名
新
七
郎
前
後
の
浦
よ
り
船
を
あ
ま
た
集
て
、
海
上

を
㌧
く
り
奉
ら
る
㌧
に
石
田
と
云
浦
に
報
土
寺
の
末
寺
有
。
過
し
乱
に
あ
ひ
て
道

場
は
か
り
屋
に
て
侍
る
と
て
寺
の
本
尊
を
浜
へ
出
し
奉
り
て
、
御
十
念
を
串
さ
た

す
る
。
亦
い
る
か
と
云
大
魚
其
数
を
し
ら
す
汀
近
く
御
船
の
前
後
左
右
を
か
み
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
キ
サ

も
へ
と
残
る
事
半
時
は
か
り
の
う
ち
に
三
度
な
り
。
時
に
上
人
渚
の
ま
砂
の
上
に

て
硯
を
と
り
出
さ
せ
給
ひ
て
詠
し
も
て
手
向
給
へ
り
。

此
法
を
思
ひ
い
る
か
と
成
に
け
る
神
の
ち
か
ひ
の
海
ふ
か
く
し
て

　
　
　
（
カ
）

件
の
一
紙
の
事
書
に
我
祖
　
一
遍
上
人
出
世
の
後
氏
神
に
い
ま
す
伊
予
の
三
嶋
大

明
神
に
詣
て
給
ひ
ま
た
修
行
の
道
に
赴
せ
侍
り
し
日
、
い
る
か
数
千
う
か
ひ
来
り

　
　
　
　
　
（
マ
・
）

て
御
座
船
の
跡
先
を
か
こ
み
と
を
り
し
夜
、
御
神
け
き
や
う
し
給
ひ
て
、
上
人
に

対
し
ま
い
ら
せ
て
の
た
ま
は
く
、
わ
れ
う
ほ
と
現
し
て
送
り
奉
り
し
を
は
し
ろ
し

め
し
き
や
い
な
や
と
告
給
ひ
て
、
叉
の
た
ま
は
く
た
と
ひ
萬
代
に
及
と
も
法
孫
渡

海
の
時
に
は
必
か
く
化
し
て
守
護
し
奉
ら
ん
と
の
誓
お
は
し
ま
す
事
、
廿
四
代
の

今
に
至
る
迄
か
は
ら
さ
る
事
を
思
合
侍
り
ぬ
ど
云
々
。
在
所
の
海
人
も
串
け
る
は

（
マ
、
）
（
マ
、
）
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）

鰻
と
を
る
事
侯
共
か
や
う
に
汀
ち
か
く
人
を
も
を
そ
れ
す
あ
る
事
た
め
し
な
く
侯

イ
ル
カ
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
挿
入
）

こ
と
云
々
。
叉
其
後
越
後
田
伏
極
楽
寺
を
た
ち
給
ふ
日
能
生
と
云
所
へ
う
ら
つ
た

ひ
に
か
ち
よ
り
し
て
つ
か
せ
給
ふ
と
き
、
叉
い
る
か
か
み
の
か
た
よ
り
送
り
来
り
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遊
行
二
十
四
祖
御
彦
行
記
（
上
）
、

（
河
野
）
．

侍
る
比
、
八
旬
は
か
り
の
聖
道
の
老
僧
上
人
へ
申
て
云
く
、
先
年
も
御
遊
行
当
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

へ
御
う
つ
り
の
日
か
や
う
に
現
し
来
り
侯
き
。
御
十
念
侯
へ
と
申
。
上
人
は
や

く
御
十
念
な
さ
れ
侯
と
御
返
答
有
け
る
比
、
い
る
か
越
申
の
か
た
へ
か
へ
る
や

う
に
浪
路
は
る
か
に
み
え
け
る
。
抑
過
し
三
月
の
は
し
め
越
後
よ
り
越
申
へ
飛
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

を
立
て
申
け
る
は
、
去
年
の
乱
以
後
は
国
さ
か
ひ
の
通
路
も
と
ゾ
ま
り
ぬ
。
こ
と

に
敵
国
よ
り
大
衆
う
つ
ら
せ
給
ひ
候
へ
は
い
ふ
か
し
き
事
ポ
侍
り
ぬ
と
て
御
修
行

を
お
さ
へ
と
か
め
申
時
に
の
た
ま
は
く
、
諾
国
修
行
の
な
ら
ひ
弓
矢
の
な
か
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

敵
味
方
送
り
迎
を
え
て
透
申
事
、
此
化
導
は
し
ま
り
レ
昔
よ
ケ
今
に
此
分
也
。
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ホ

為
に
新
関
を
立
て
押
通
さ
ん
所
迄
移
る
へ
し
と
て
重
て
は
案
内
に
及
は
す
。
去
歳

の
秋
、
来
春
御
座
を
移
さ
れ
侯
へ
と
云
、
返
礼
の
案
文
を
写
し
て
彼
飛
脚
に
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
挿
八
）

は
り
き
か
茸
出
し
て
移
り
給
ふ
。
然
に
黒
岩
と
去
所
に
関
を
す
へ
け
れ
。
さ
す
か
お

し
返
し
ま
い
ら
す
る
に
及
は
す
し
て
結
旬
関
守
共
名
号
を
給
は
り
法
名
を
望
っ
き

し
な
り
。
こ
れ
し
か
し
な
か
ら
遊
行
擁
護
の
神
　
三
嶋
の
大
明
神
送
ら
せ
給
ふ
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
）

也
と
云
々
。
叉
越
申
の
乗
船
の
と
き
船
申
に
て
、
　
行
舟
を
追
か
ぜ
に
き
け
杜
宇

（
力
）

脇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
井
右
近
大
夫

磯
は
夏
山
花
残
る
比
。
間
□
　
　
叉
小
津
よ
り
竹
井
右
近
大
夫
と
云
俗
人
塚
川
迄

同
船
に
て
送
り
奉
り
て
帰
し
比
つ
か
は
さ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

忘
め
や
四
十
八
の
瀬
な
み
こ
え
て
と
を
き
さ
か
ひ
に
を
く
る
こ
㌧
ろ
を

越
後
府
中
称
念
寺
に
て
一
会
に
、
　
杜
宇
や
と
さ
は
月
の
か
つ
ら
か
な

或
時
よ
み
給
ふ
道
可
可
、

唱
れ
は
同
し
仏
に
な
る
故
に
名
を
阿
弥
陀
仏
と
我
人
を
い
ふ

よ
し
あ
し
の
心
な
か
ら
に
唱
れ
は
南
無
阿
弥
陀
仏
に
往
生
る
也

思
ふ
事
叉
い
ふ
こ
と
の
限
り
に
は
な
む
あ
み
た
仏
と
息
た
え
ぬ
へ
し

唱
れ
は
口
よ
り
出
つ
る
息
ほ
と
け
む
ね
の
蓮
を
台
に
は
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窮
一

如
実
知
恩
の
こ
㌧
ろ
叉
赤
肉
段
云
西
門
に
有
一
々
無
為
真
人
と
云
か
れ
こ
れ
な
る

へ
し
と
、
叉
男
女
老
少
に
算
を
く
は
り
給
ふ
。
道
路
に
て
ま
う
け
給
ふ
一
首
、

も
と
よ
り
の
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
を
よ
へ
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
こ
た
へ
出
ぬ
る
。

五
月
五
日
に
、

　
　
　
（
カ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

あ
や
め
草
か
り
の
此
世
に
思
ひ
き
や
六
十
一
夜
の
枕
せ
ん
と
は

叉
あ
る
時
当
座
の
題
に
寄
、
山
恋
と
い
ふ
こ
と
を
、

お
し
こ
む
る
胸
の
お
も
ひ
を
あ
ら
は
さ
は
ふ
し
の
煙
や
し
た
に
な
ひ
か
ん

　
　
　
　
轟
中
雲

い
つ
く
に
て
消
ん
隈
り
も
し
ら
雲
の
ま
よ
ふ
を
旅
の
行
衛
と
や
み
ん

同
し
六
月
信
濃
国
高
梨
摂
津
守
入
道
一
座
興
行
有
し
に
、

八
干
代
見
よ
花
さ
べ
さ
㌧
れ
石
の
竹
　
　
そ
の
㌧
ち
長
子
孫
太
郎
三
重
の
亭
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

発
句
、
　
　
　
風
ふ
か
ぬ
世
に
さ
へ
す
㌧
し
宿
の
松
　
　
　
叉
津
守
入
道
の
所
に

て
一
続
に
、
　
月
前
杜
宇
、

月
の
う
ち
の
宮
古
鳥
か
は
時
鳥
雲
よ
り
も
る
㌧
夜
は
の
一
こ
ゑ

　
　
　
　
尺
教

あ
し
原
の
国
に
そ
仰
く
彼
の
仏
な
に
は
を
法
の
は
し
め
に
は
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

申
野
新
善
光
寺
に
お
ひ
て
或
人
の
老
母
申
陰
の
う
ち
に
絶
入
し
奉
り
て
、
塔
婆
を

立
し
か
は
意
趣
を
作
ら
せ
給
ひ
、
同
一
褐
を
結
給
ふ
。
意
趣
こ
と
書
多
々
に
及
間

略
抄
す
。

　
　
（
挿
入
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
ノ

善
光
寺
東
報
身
土
　
往
覆
衆
生
一
子
同
　
本
是
弥
陀
悲
母
徳
　
転
定
開
悟
仏
名

功黒
川
西
念
寺
に
お
は
せ
し
と
き
や
う
や
く
近
日
、
廿
五
代
を
定
さ
せ
ら
れ
閑
居
へ

赴
か
せ
給
ふ
へ
き
心
あ
て
に
て
よ
ま
せ
給
ふ
。

暁
の
月
に
あ
ら
ね
と
い
り
か
た
の
山
の
は
近
き
我
身
な
り
け
り

六
月
廿
八
日
海
野
常
照
寺
に
て
一
会
あ
り
し
に
、



鴉

（
マ
・
）

伊
の
る
事
な
る
瀬
も
ち
か
し
御
稜
川

代
々
の
尊
像
を
常
照
寺
に
て
画
師
に
命
せ
ら
れ
て
二
幅
に
移
し
せ
ら
せ
給
ひ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
　
　
　
　
（
挿
入
）
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
カ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

賛
金
札
と
云
事
を
、
　
挙
レ
多
接
レ
少
古
今
語
　
六
十
万
人
金
札
員
　
日
本
州
名
斯

　
ニ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ト
カ
ナ
ル
コ
ト
ヲ

裏
在
　
宜
哉
天
下
修
行
円

　
　
　
　
叉
一
幅
の
賛
　
　
二
寮
其
阿
拝
賛

　
　
　
　
ソ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

東
上
還
釆
勧
二
出
離
一
教
門
末
法
萬
余
時
　
要
津
立
尽
度
二
群
品
一
世
々
伝
灯
歴

　
ノ代

師
信
濃
野
沢
に
て
八
月
十
五
夜
に
、
　
あ
さ
か
ほ
や
有
明
の
月
の
花
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

同
廿
九
日
信
濃
よ
り
甲
斐
へ
移
ら
せ
給
ふ
に
、
国
堺
近
き
所
に
村
山
云
里
に
日
な

た
の
図
書
助
と
云
人
有
。
上
人
に
海
野
に
お
ひ
て
結
縁
し
奉
り
、
此
度
途
申
迄
牛

馬
な
ど
数
多
引
せ
迎
に
ま
い
り
自
身
兄
弟
共
に
輿
を
か
き
さ
㌧
け
て
わ
か
氏
寺
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

入
ま
い
ら
せ
申
一
日
し
て
わ
か
見
こ
の
長
泉
寺
へ
移
せ
給
ふ
に
、
次
の
夜
当
国
の

利
益
始
に
と
て
臨
時
の
を
と
り
を
図
書
助
興
行
す
。
然
に
其
礼
謝
の
た
め
に
等
覚

イ
ン院

臨
阿
を
遣
さ
る
。
時
に
図
書
助
か
た
り
て
云
、
今
夜
親
類
の
老
者
俄
に
頓
死

す
。
を
の
1
＼
集
り
て
歎
き
あ
ひ
け
る
に
数
刻
有
て
目
を
み
ひ
ら
き
物
を
云
出

ぬ
。
わ
れ
広
き
野
を
西
へ
さ
し
て
あ
ゆ
み
行
け
る
に
、
此
度
上
人
よ
り
遊
は
し
給

は
る
名
号
我
先
に
た
ち
と
導
給
ふ
と
み
る
に
道
申
に
て
此
名
号
の
た
ま
は
く
、
汝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

か
命
い
ま
た
限
り
に
は
あ
ら
す
、
然
れ
は
是
よ
り
帰
り
候
へ
、
必
は
た
し
て
死
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

ん
時
は
、
我
む
か
ふ
へ
し
と
云
・
。
此
儀
を
等
覚
院
帰
参
し
て
披
露
し
耐
る
瞥

首
を
よ
み
給
ふ
。

名
と
躰
二
な
け
れ
は
六
の
字
の
黄
泉
か
へ
り
を
ひ
く
も
こ
と
は
り
’

　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

叉
そ
の
比
長
泉
寺
へ
信
野
の
伴
野
出
羽
守
、
同
名
修
理
進
と
い
ひ
け
る
を
使
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

し
て
申
さ
れ
、
今
日
は
こ
と
し
の
御
越
年
海
野
太
平
寺
に
て
と
兼
約
申
さ
れ
侯
へ

遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
上
）

一
河
野
）

（
力
）

共
既
の
御
一
代
の
御
定
を
海
野
常
照
寺
に
て
御
沙
汰
の
う
へ
は
、
伴
野
金
台
寺
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ミ
コ
巨
モ

儀
　
一
遍
上
人
様
御
編
衣
の
光
り
も
此
所
よ
り
あ
ら
は
れ
、
叉
金
馨
を
初
て
鋳
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル

せ
奉
る
事
も
此
地
よ
り
お
こ
り
侍
る
程
の
由
緒
有
事
な
れ
は
御
越
年
を
は
伴
野
に

て
申
へ
し
と
云
使
者
に
修
理
進
ま
い
ら
れ
し
時
伝
語
有
し
は
、
去
五
月
十
九
日
に

こ
と
し
十
四
に
な
る
子
を
先
た
て
㌧
侍
る
と
て
、
そ
の
親
遇
去
帳
に
入
侍
る
。
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

後
或
夜
か
の
わ
ら
は
へ
母
の
所
へ
夢
の
う
地
に
来
り
て
、
我
よ
き
所
へ
う
つ
さ
れ

奉
り
ぬ
。
此
後
は
い
つ
も
上
人
の
御
座
の
所
に
あ
る
へ
し
、
こ
よ
ひ
は
臨
時
の
お

と
り
有
ま
い
る
へ
し
、
出
立
に
食
事
せ
ん
と
乞
け
る
間
、
や
か
て
飯
を
と
㌧
の
へ

て
あ
た
ふ
る
と
お
ほ
し
て
夢
お
と
ろ
き
ぬ
と
云
々
。
こ
よ
び
臨
時
の
お
と
り
有
と

は
九
月
三
日
の
夜
、
長
泉
寺
に
て
の
よ
る
の
お
と
り
の
事
也
。
価
一
首
、

梓
弓
は
つ
れ
ぬ
数
も
な
き
人
の
こ
と
は
の
筈
に
思
ひ
あ
は
せ
ぬ
　
　
是
は
む
か
し

西
行
法
師
天
王
寺
の
過
去
帳
に
入
て
　
　
　
梓
弓
は
つ
る
へ
し
と
思
は
ね
と
兼
て

無
身
の
数
に
入
か
な
　
と
詠
せ
し
を
も
と
可
可
と
な
し
給
ふ
と
な
り
。

　
　
（
マ
、
）
　
　
　
　
　
　
フ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

廿
二
祖
追
膳
於
二
蓮
寺
一
執
行
給
時
塔
婆
銘
日
、
　
伝
燈
弘
法
恰
三
歳
　
回
国
修

　
　
　
　
（
マ
、
）
ス
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
レ
ノ
　
　
ソ
　
　
ノ
　
　
　
　
レ
ハ
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

行
西
叉
東
恋
慕
先
師
遷
化
后
同
生
何
日
一
蓮
申
　
爽
以
加
葉
如
来
者
付
二
法
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
ク

尺
迦
如
釆
一
尺
迦
如
来
者
付
二
法
於
弥
勒
菩
薩
一
焉
。
番
々
世
々
之
成
道
共
以
如
レ
斯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

耳
。
麦
先
師
上
人
者
元
祖
続
ゴ
廿
二
世
之
高
縦
一
給
勧
化
両
年
之
申
従
二
海
東
駿
州
一

　
　
　
　
　
　
二
　
　
（
挿
入
）
　
　
　
　
テ
　
（
力
）
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
．
ヲ
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
（
マ
・
）

迄
二
京
南
河
内
一
夷
。
功
成
名
遂
後
三
歳
之
間
営
二
新
地
一
庁
隠
遁
ム
矢
。
而
兼
察
二
国

　
　
ヲ
　
　
ス
　
　
　
チ
　
レ
テ
（
マ
・
）
　
　
　
　
一
プ

之
安
危
一
給
退
出
夷
。
濃
州
轍
逆
乱
分
　
　
干
レ
今
不
レ
治
夷
。
韓
二
江
州
乗
台
精

　
二
（
ツ
）
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

舎
一
詳
二
滅
度
一
焉
。
爾
来
暑
往
寒
来
分
既
一
干
日
、
花
開
葉
落
方
第
三
回
也
。
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

　
ヘ
ハ
　
ヲ
　
　
　
ノ
　
　
ヘ
ノ
　
　
タ
リ
　
ニ
　
　
　
メ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
ン
ノ
チ
ソ
　
　
ル
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江

漢
問
レ
雲
往
還
之
古
跡
似
レ
空
孤
山
望
レ
月
行
路
之
昔
姿
如
レ
見
集
。
平
日
潤
樹
行
雲

　
　
　
　
　
　
　
、
・
㌔
　
　
　
コ
ト
　
　
　
ウ
ケ
　
　
　
ヲ
　
　
ニ
　
　
フ
　
　
　
ヲ
　
　
　
ニ
　
ノ
　
　
レ
カ
ル
ト
モ

之
情
東
語
西
話
之
因
更
無
レ
忘
集
。
稟
二
慈
悲
於
性
一
備
二
柔
和
於
心
一
豚
恩
誰
歴
ニ

　
ヲ
　
ケ
ン
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
レ
テ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
く
フ

億
劫
一
可
レ
尽
。
離
レ
送
二
多
生
一
猶
難
二
報
窮
一
。
而
今
慈
顔
隠
号
不
レ
販
夜
月
雷
違
二
恋

　
　
リ
ニ
　
　
　
テ
　
　
　
ン
（
キ
ク
）
コ
ト
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ニ

昔
之
光
一
徳
音
絶
今
無
レ
　
葺
　
タ
嵐
独
増
二
懐
旧
之
響
一
。
不
レ
如
積
二
一
善
於
此
界
一



．
3
0

　
　
　
　
　
　
遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
上
）
　
（
河
野
）

ン
ニ
ハ
ヲ
ニ
（
コ
レ
）
ト

賛
毒
会
於
彼
土
一
以
レ
族
為
二
報
恩
之
妙
業
一
焉
。
　
抑
予
去
戊
寅
年
秋
之
頃
化
導
相

（
マ
、
）
ヅ
テ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

続
　
号
三
稔
自
一
江
州
一
分
山
城
已
下
乃
至
北
国
撃
一
甲
州
一
結
縁
連
レ
月
而
増
光
集
、

　
　
　
テ
ヲ
ス
　
ヒ
ト
ヘ
ニ
　
　
　
　
ノ
ノ

利
益
逐
レ
日
繁
昌
実
。
是
子
師
恩
也
。
冥
カ
也
。
彼
晴
蜴
帝
者
欲
レ
酬
二
智
者
大
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
モ
ト
ニ
　
　
　
　
　
　
　
シ
テ
　
ン
ト
　
　
　
　
（
カ
）
ヲ

之
恩
一
竜
顔
之
涙
流
二
台
兵
之
脚
一
。
周
文
王
者
欲
レ
謝
二
太
公
之
憂
一
許
商
軍
一
分
。

　
　
　
　
ヨ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
ト
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

販
二
於
潤
浜
一
実
。
雪
山
重
子
者
投
二
身
於
一
句
下
一
常
蹄
菩
薩
者
裂
二
肝
於
半
褐
前
一

　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
レ
ン
　
　
　
　
（
イ
ハ
ン
）
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヲ
ヤ

ム
矢
。
菩
薩
大
聖
尚
然
実
。
聖
主
賢
王
皆
以
是
等
集
。
何
矧
各
累
年
之
慈
訓
乎
。
何

ヤ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ヲ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

矧
予
付
法
因
縁
乎
。
然
者
叉
於
二
代
之
知
識
一
乎
。
亦
復
二
世
之
加
会
乎
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
回
カ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）
　
　
　
　
　
（
カ
）
　
（
挿
入
）
ヲ
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

凡
夫
四
生
必
滅
有
百
年
匹
レ
保
集
。
輝
二
糟
素
於
新
旧
一
皆
消
二
北
亡
之
露
一
訪
二
親

　
ヲ
　
　
レ
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
テ
ク

疎
於
遠
近
一
何
昇
二
東
岱
之
姻
一
実
。
尊
霊
浬
拝
後
鳥
免
之
光
陰
押
移
早
撃
夫
祥
之

　
ニ
　
　
ハ
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

忌
辰
一
所
レ
展
者
弥
陀
三
昧
之
斉
席
也
。
蓬
伝
二
法
音
於
摩
尼
殿
風
一
所
レ
修
者
昼
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン

六
時
之
行
法
也
。
将
レ
顕
二
証
理
於
安
養
界
之
月
一
三
日
三
夜
称
名
功
力
廻
二
施
十
方

　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ノ
）
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）
ヘ
ノ

世
界
群
塑
。
価
起
立
駄
都
之
旨
季
一
上
件
之
儀
一
実
。
嵯
乎
、
清
浄
光
寺
者
古
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
（
挿
人
）

住
所
往
二
西
刹
一
不
レ
返
上
品
蓮
台
者
今
之
宝
座
也
。
得
二
無
生
一
不
レ
退
有
縁
之
真

　
　
　
ニ
　
ニ
　
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

俗
此
時
悉
導
無
縁
之
迷
侶
今
日
可
レ
度
而
已
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬

永
正
上
章
執
除
去
莫
初
九
辰
　
沢
山
当
住
持
廿
四
世
陀
阿
　
白

十
月
十
七
日
武
田
大
井
入
道
宗
芸
一
蓮
寺
の
客
殴
を
か
り
て
一
会
転
行
の
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
、
）
　
　
　
　
　
（
マ
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
カ

時
雨
き
ぬ
雲
や
申
た
ち
あ
ひ
や
と
り
　
　
脇
楽
け
そ
ち
き
る
こ
て
紅
葉
ち
る
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
芸

叉
そ
の
㌧
ち
宗
芸
よ
り
ま
い
ら
せ
ら
る
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汽
一

ね
て
あ
か
し
詠
め
て
く
ら
す
空
の
雲
に
同
し
心
の
行
衛
し
ら
せ
よ

　
　
　
　
御
返
し
、

ね
て
あ
り
し
詠
て
暮
す
こ
と
の
は
の
花
や
蓮
の
上
迄
を
み
ん

泉
の
さ
か
ひ
永
福
寺
坊
主
其
阿
、
伸
冬
十
日
わ
た
り
の
霜
雪
遠
路
を
凌
参
ら
れ
け

る
に
つ
か
は
さ
る
。

嚢
塁
ば
ふ
り
つ
嘉
衣
は
る
く
木
曾
の
末
や
か
ひ
か
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

こ
れ
は
両
尊
う
け
お
ち
の
人
数
彼
寺
に
集
る
と
既
め
し
御
た
よ
り
有
け
れ
共
、
参

る
上
は
と
て
や
か
て
免
許
し
給
ふ
。
其
心
を
末
や
か
ひ
か
ね
と
よ
ま
せ
給
ふ
。
叉

五
天
到
日
応
頭
白
と
い
ふ
詩
の
末
の
こ
㌧
ろ
か
と
云
々
。

　
　
（
カ
）

霜
月
廿
五
日
に
武
田
殿
俄
に
新
造
を
と
㌧
の
へ
て
申
上
ら
る
㌧
時
御
発
句
、

な
れ
て
き
け
声
を
八
干
代
の
友
ち
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
、
）
　
　
　
　
　
　
　
チ
’
ト
リ
一

当
国
の
名
所
に
し
ほ
の
山
さ
し
出
の
磯
に
住
衛
君
か
御
代
。
を
は
八
千
代
と
て
鳴

　
（
マ
・
）

と
、
古
て
第
十
四
巻
に
侍
る
を
と
り
給
へ
り
と
。

抑
藤
沢
旧
跡
の
御
本
尊
は
去
癸
酉
年
よ
り
駿
河
長
善
寺
に
移
し
還
奉
ら
る
。
既
に

十
年
に
及
ひ
藤
沢
の
徒
　
一
癸
酉
年
の
左
右
に
後
筆
註
あ
り
。
）
一
海
上
人
云
、
永
正
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）

　
也
、
此
隼
伊
勢
早
雲
ト
三
浦
道
寸
ト
合
戦
剰
四
月
十
九
目
藤
沢
山
一
□
不
残
□
火
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
挿
入
）

衆
此
本
尊
の
御
ま
へ
に
し
て
昼
夜
の
行
事
を
つ
と
む
る
事
も
な
か
く
、
叉
再
興

の
期
も
い
ま
た
到
ら
さ
る
事
を
常
に
愁
歎
有
し
も
、
廿
五
代
化
導
相
続
以
後
や
か

て
越
申
へ
の
ほ
ら
せ
給
ふ
へ
き
処
に
、
彼
国
大
乱
お
こ
り
け
る
間
、
弓
矢
お
さ
ま

ら
ん
時
迄
と
甲
斐
迄
不
慮
に
移
り
給
ふ
。
然
に
駿
河
近
き
所
へ
か
く
移
釆
ぬ
れ

は
、
本
尊
を
迎
一
移
し
奉
ら
ん
と
云
心
ひ
し
く
と
思
ひ
立
給
へ
り
。
是
則
仏
智

に
こ
そ
と
て
御
代
官
を
ま
い
ら
せ
ち
る
。
よ
つ
て
事
故
な
く
御
来
侯
有
。
上
人
庭

前
へ
は
た
し
に
な
ら
せ
給
ひ
帽
子
を
脱
て
出
迎
ひ
給
ひ
、
御
輿
に
手
を
か
け
一
蓮

寺
の
仏
檀
へ
入
奉
ら
れ
て
惣
礼
十
念
有
て
、
半
は
歓
喜
し
半
は
悲
歎
し
給
ひ
き
。

其
故
は
仏
智
も
御
同
心
有
て
滞
な
く
御
光
臨
を
は
よ
ろ
こ
は
せ
給
ふ
。
難
然
宿
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

つ
た
な
く
か
㌧
み
時
代
の
藤
沢
の
有
名
無
実
の
衆
頭
と
な
る
事
、
叉
は
此
本
尊
に

は
円
光
も
ま
し
ま
さ
す
蓮
花
座
も
な
く
、
観
音
に
は
御
手
も
う
せ
、
同
く
御
光
も

蓮
花
座
も
う
せ
給
ひ
、
勢
至
も
同
前
に
や
つ
れ
さ
せ
給
ふ
こ
と
を
み
あ
へ
さ
せ
給

は
す
、
彼
此
に
落
涙
し
給
ふ
と
や
。
乍
去
金
剛
那
羅
延
身
の
仏
躰
の
三
十
二
相
八

　
（
力
）

十
程
好
百
福
荘
厳
は
仏
敵
の
伊
勢
の
早
雲
も
三
浦
の
道
寸
も
損
亡
し
奉
ら
し
と
を
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の
た
ま
ひ
け
る
。
か
や
う
に
移
し
置
申
さ
れ
て
後
は
、
午
夜
座
師
に
六
度
つ
㌧
祈

　
　
コ
ラ

念
を
凝
し
め
ら
る
㌧
事
有
。
一
に
は
一
山
建
立
を
遂
て
本
尊
鎮
守
鎮
座
し
奉
り
大

衆
倶
会
の
儀
也
。
二
に
は
此
所
願
時
至
ら
す
機
熟
せ
す
、
命
を
つ
㌧
め
さ
せ
給
ひ
て

早
く
来
迎
引
接
有
へ
し
と
な
り
。
願
と
し
て
成
就
せ
す
と
云
事
な
し
と
あ
れ
は
、

定
て
仏
智
は
往
生
の
一
路
そ
御
同
心
あ
ら
ん
す
ら
む
と
時
々
ひ
と
り
こ
と
し
給
ひ

き
。
ま
こ
と
に
命
に
も
か
へ
て
思
ひ
給
ふ
を
は
、
仏
も
あ
は
れ
に
も
悲
し
く
も
お

ほ
す
ら
ん
か
し
。
叉
有
る
老
僧
原
に
か
た
り
た
ま
は
く
、
如
此
本
尊
を
も
迎
へ
ま

い
ら
せ
越
申
に
閑
居
の
地
を
も
し
め
置
ぬ
れ
共
、
求
一
得
苦
の
有
為
の
な
ら
ひ
叶

は
ぬ
う
ち
に
生
死
一
大
事
に
及
ふ
共
ゆ
め
く
一
念
も
妄
心
を
残
す
ま
し
き
な
り

と
て
、
発
願
の
文
の
虚
空
法
界
尽
我
願
亦
如
是
の
心
を
一
身
の
う
へ
に
な
そ
ら
へ

て
読
し
給
ひ
ぬ
。
此
折
節
一
条
に
塔
頭
の
弥
阿
と
云
寺
僧
一
日
藤
沢
六
寮
坊
主
僧

阿
に
か
た
り
て
い
は
く
、
去
春
或
夜
の
夢
に
広
き
所
に
仏
檀
有
、
三
尊
ま
し
ま
す
。

子
細
を
人
に
尋
ね
申
に
、
こ
れ
は
藤
沢
の
御
本
尊
に
て
お
は
し
ま
す
と
云
々
。
依
て

御
前
に
参
り
礼
し
奉
る
に
観
音
お
り
く
た
ら
せ
給
ひ
、
蓮
花
座
を
傾
け
寄
て
是
に

の
れ
と
の
た
ま
ふ
。
深
く
恐
れ
ま
い
ら
せ
て
合
掌
す
と
お
ほ
え
て
折
驚
ぬ
。
其
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）

後
此
由
を
火
と
も
し
覚
阿
に
か
た
り
侯
得
は
、
彼
覚
阿
合
て
云
扱
は
出
世
し
給
ふ

へ
き
そ
と
云
々
。
然
間
叉
人
に
も
か
た
り
侯
は
す
し
て
打
過
る
処
に
、
上
人
九
月
の

末
に
は
か
ら
す
御
移
り
有
を
見
奉
り
て
思
ひ
合
る
や
う
は
、
あ
り
し
告
は
此
御
移

り
の
事
な
り
と
云
々
。
叉
此
門
前
に
当
寺
結
縁
の
俗
人
近
日
ひ
る
ね
を
い
た
し
け

る
所
に
夢
申
に
人
の
云
や
う
は
、
藤
沢
の
御
本
尊
寺
へ
御
出
有
を
は
し
ら
き
る
か

な
と
ま
い
ら
き
る
と
答
て
云
。
い
ま
た
し
ら
す
と
叉
人
返
し
て
云
、
．
し
ら
す
ん
は

塔
頭
の
弥
阿
に
と
へ
、
そ
れ
か
子
細
を
知
へ
し
と
云
々
。
時
に
庫
裏
へ
彼
俗
人
来

り
し
折
節
弥
阿
も
庫
裏
へ
出
合
せ
ぬ
と
云
々
。
此
旨
を
六
寮
坊
主
披
露
有
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
・
モ
ト

は
、
上
人
わ
か
当
国
修
行
の
事
も
拠
は
仏
智
な
り
け
る
そ
と
云
々
。
此
度
麦
許
へ

遼
行
二
十
四
祖
御
彦
行
記
（
上
）

（
河
野
）

勧
化
有
へ
き
事
は
、
九
月
上
旬
に
ふ
と
大
守
の
方
へ
届
さ
せ
給
ひ
ぬ
。

仏
の
夢
想
は
遇
し
春
の
事
也
。

　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ク

庚
辰
之
歳
暮
別
行
前
一
絶
口
課
日
。

　
　
　
　
ル
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

老
去
閑
居
求
不
レ
成
　
今
年
既
暮
欲
レ
還
レ
明
　
何
時
消
尽
満
頭
雪
　
縦
遇
二
春
風
一

　
ン
　
　
　
　
ス
ル
コ
ト

莫
二
緑
生
一

二
行
三
昧
の
心
を
別
時
以
後
書
出
し
給
ふ
。

萬
代
の
末
を
兼
て
そ
彼
ほ
と
け
教
置
け
る
御
名
の
一
こ
ゑ

八
萬
四
の
干
く
さ
の
お
し
へ
ま
て
唯
一
声
に
唱
へ
う
る
か
な

永
正
十
八
辛
巳
元
日
試
筆
、

ナ
ン
　
　
ヤ
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

飯
去
来
吾
本
家
　
多
年
為
レ
客
隔
二
天
涯
一
東
風
可
レ
送
西
行
道
　
今
日
逢
レ
春
先

憶
レ
花

　
　
　
　
右
本
家
者
指
二
西
方
一
云
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
挿
入
）

あ
ら
ま
し
の
山
を
は
よ
そ
に
き
ゆ
る
共
身
の
浮
雲
よ
心
か
へ
す
な

遇
し
十
二
月
廿
九
日
辰
剋
法
座
に
お
ゐ
て
夢
想
、

長
閑
に
向
ふ
住
吉
の
影
　
　
去
々
年
幾
代
と
も
さ
㌧
し
と
を
㌧
の
発
旬
の
告
も
同

日
同
時
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

正
月
一
日
に
近
所
に
大
明
神
ま
し
ま
す
、
其
神
子
伊
知
と
云
も
の
始
て
参
り
、
御

十
念
受
給
は
り
ぬ
。
彼
夢
想
を
こ
㌧
に
思
ひ
合
給
ふ
と
や
。
二
日
の
会
に
、

お
さ
ま
み
や
春
の
か
ひ
か
ね
天
津
風

同
七
日
　
　
松
に
有
二
春
色
一
と
云
事
を
、

住
吉
の
神
や
し
る
ら
ん
緑
そ
ひ
春
に
幾
代
か
あ
ひ
生
の
松

　
　
　
　
山
早
春

立
か
へ
り
春
は
来
に
け
り
富
士
の
根
に
お
ほ
ふ
霞
や
天
の
羽
衣

こ
れ
は
一
条
に
開
山
法
阿
よ
り
以
釆
天
衣
つ
た
は
り
侍
り
し
か
、
前
住
十
二
代
時
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遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
上
）

回
録
の
時
煙
と
共
に
天
に
の
ほ
り
し
と
や
。

（
河
野
〉

そ
れ
を
祝
し
給
へ
り
と
な
ん
。

（
マ
・
）

叉
彼

羽
衣
当
寺
の
住
持
代
に
吉
て
害
ね
て
現
缶
す
へ
し
と
云
告
、
炎
上
の
薯

と
か
や
。
越
申
と
越
後
の
鉾
楯
年
を
重
ぬ
。
然
に
庚
辰
十
二
月
廿
一
日
に
時
節
極

り
て
軍
破
れ
ぬ
る
由
、
二
月
八
日
実
説
有
、
則
位
牌
を
立
、
三
昼
夜
の
弔
を
始
、

同
十
日
は
四
十
九
日
に
当
り
け
る
間
、
臨
時
の
お
ど
り
を
興
行
し
、
塔
婆
を
立
彼

の
意
趣
に
云
く
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

極
詠
蒲
転
、
ク
脱
一
鎧
向
一
西
称
一
仏
多
平
日
終
焉
無
言
弥
陀
感
影

　
タ
マ
ハ
ン

来
迎

蕨
以
釈
氏
璃
瑠
王
之
闘
者
天
竺
之
往
事
也
。
釈
軍
皆
滅
実
。
漢
桓
楚
項
羽
之
謡
者

震
旦
之
古
事
也
。
楚
陣
悉
亡
ム
矢
。
源
平
両
家
先
代
当
家
之
合
戦
者
套
藷
人
之
耳
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
オ
ヨ
プ
）

夷
。
是
皆
欲
界
之
衆
有
為
之
習
也
、
愛
去
乙
亥
以
降
双
越
結
二
確
執
一
乱
入
事
軍
ニ

　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル
コ
ト
　
　
　
ラ

三
度
一
実
。
失
レ
利
事
両
度
也
、
其
間
七
ケ
年
絶
二
往
還
一
併
如
二
呉
越
一
実
。
旧
冬
大

　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）
　
　
　
　
　
　
（
マ
、
）

呂
廿
一
日
従
二
辰
剋
一
至
酋
時
一
越
后
之
軍
旅
六
百
余
越
申
之
軍
兵
三
百
余
討
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

云
々
。
遷
二
夕
陽
一
国
軍
敗
北
分
残
党
或
渡
二
氷
河
一
事
十
一
瀬
。
或
凌
二
素
雪
一
事
四

　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
シ
ハ
　
ス
ル
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ

五
里
也
。
因
レ
薮
半
溺
水
半
凍
死
者
二
干
人
云
々
。
干
時
越
前
守
慶
宗
下
レ
馬
分
脱
ゴ

　
（
カ
）
　
ス
、
イ
テ
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
テ
　
　
　
ス
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
（
挿
入
）
二

甲
胃
一
臓
レ
雪
西
面
合
掌
念
仏
十
声
号
自
殺
云
々
。
鳴
呼
是
更
非
二
卒
然
之
儀
一
所

以
者
何
死
生
有
レ
命
ム
矢
。
叉
奮
因
果
必
然
之
理
歎
、
抑
予
為
二
師
檀
一
事
近
二
干
四
十

　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

年
一
実
。
曾
葺
一
日
之
檀
那
者
百
劫
之
結
縁
也
。
矧
哉
累
年
乎
。
兼
付
二
与
法
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

於
弥
阿
一
而
三
年
也
。
相
二
凝
他
カ
於
西
方
一
而
多
歳
也
。
伝
聞
騰
月
廿
日
夜
夢
向
レ

　
　
ス
ル
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
挿
入
）
ス
ル
　
　
　
ニ

西
称
名
事
三
返
云
々
。
摂
取
不
捨
之
告
是
也
。
以
レ
此
題
二
干
上
一
拙
褐
含
二
彼
旨
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

耳
。
迎
接
如
レ
指
レ
掌
往
生
不
レ
廻
レ
眼
実
。
乃
至
為
二
当
日
一
戦
之
群
陣
衆
一
書
レ
之
。

若
在
三
途
勤
苦
之
処
見
此
光
明
皆
得
休
息
無
復
苦
悩
文
亦
復
法
界
平
等
利
益
耳
。

永
正
辛
巳
春
時
正
申
日
。

永
正
か
の
へ
た
つ
十
二
月
廿
一
日
に
身
ま
か
り
し
人
、
三
十
あ
ま
り
の
と
し
こ
㌧

　
　
　
　
　
　
（
カ
）

ろ
さ
し
を
う
け
取
わ
き
法
の
え
に
し
を
結
ひ
ぬ
る
間
、
此
世
ひ
と
つ
な
ら
ぬ
契
ふ

か
し
。
彼
と
ふ
ら
ひ
と
し
て
六
宇
を
沓
冠
に
を
き
、
三
首
の
和
母
を
つ
ら
ね
も
て

手
向
の
誠
を
あ
ら
は
し
、
日
を
重
ね
夜
を
つ
ら
ね
つ
と
め
あ
か
し
つ
と
め
暮
し
、

臨
時
の
お
と
り
と
い
ふ
つ
ね
に
は
稀
な
る
行
ひ
迄
営
侍
者
也
。

無
数
に
と
な
へ
か
ゑ
つ
㌧
今
よ
り
や
蓮
の
上
を
な
か
く
い
の
ら
む

あ
さ
タ
に
わ
れ
に
心
を
そ
へ
し
人
を
思
ひ
お
も
へ
は
ま
さ
る
か
な
し
み

た
の
む
よ
り
弥
陀
の
弥
の
字
を
法
の
名
に
書
あ
た
へ
ぬ
る
跡
お
し
そ
思
ふ

い
に
し
と
し
　
し
は
す
の
う
ち
の
　
は
つ
か
あ
ま
り
　
一
日
の
そ
ら
に

み
こ
し
路
や
　
な
か
な
か
国
に
　
　
み
た
れ
あ
ひ
　
　
い
つ
る
ひ
か
り
の

入
ま
て
に
　
　
た
㌧
か
ひ
あ
ひ
て
　
そ
の
㌧
ち
に
　
　
む
ま
よ
り
お
り
て

よ
ろ
ひ
を
も
　
ぬ
き
捨
し
と
き
　
　
雪
を
と
り
　
　
　
く
ち
を
す
＼
き
て

に
し
へ
む
き
　
十
声
の
み
名
を
　
　
と
な
へ
つ
㌧
　
　
み
つ
か
ら
命

き
へ
に
し
を
　
つ
け
ん
と
使
　
　
　
き
つ
ら
き
や
　
　
あ
と
を
十
日
に

七
日
つ
㌧
　
　
七
に
あ
た
る
　
　
　
タ
よ
り
　
　
　
　
つ
と
め
行
ふ

日
を
か
さ
ね
　
夜
を
も
つ
ら
ね
て
　
う
た
を
よ
み
　
　
叉
も
ろ
こ
し
の

こ
と
の
葉
に
　
文
字
を
な
ら
へ
て
　
か
の
人
に
　
　
　
四
十
に
を
よ
ふ

え
に
し
を
も
　
か
き
な
か
し
ぬ
る
　
な
み
た
川
　
　
　
思
ひ
し
っ
み
て

な
き
人
の
　
　
わ
も
、
か
け
の
み
の
　
身
に
そ
へ
は
　
　
お
く
る
も
あ
み
た

（
力
）

飯
る
も
叉
　
　
南
無
阿
み
た
仏
と
　
そ
の
人
の
　
　
　
名
を
と
な
へ
い
れ

跡
を
と
ふ
　
　
心
の
程
は
　
　
　
　
か
の
池
の
　
　
　
蓮
の
う
へ
に

ひ
ら
け
ぬ
る
悟
り
の
む
ね
に
　
し
る
ら
め
や
　
さ
て
も
く
と

を
た
ま
き
の
　
い
と
く
り
返
し
　
　
お
も
ふ
に
も
　
　
つ
き
し
た
か
ひ
し

人
の
か
す
　
千
人
く
を
　
十
あ
ま
り
　
あ
は
せ
あ
ら
そ
ふ



33

と
き
の
間
に

な
り
は
て
し

身
の
を
は
る

む
く
ひ
な
り

ふ
た
㌧
ひ
は

雪
と
の
み

弥
陀
の
国

弓
矢
い
か
な
る

は
て
を
思
へ
は

夕
の
か
き
り

　
　
　
（
力
）

今
行
末
は

ゑ
ど
に
帰
ら
ぬ

消
に
し
数
は

人
を
え
ら
は
ぬ

み
ち
な
れ
は

生
れ
こ
し

さ
た
ま
れ
は

こ
く
ら
く
に

身
な
る
へ
し

し
た
し
き
も

台
に
そ
ひ
く

た
㌧
ひ
と
り
に
は

そ
の
朝
よ
り

た
＼
先
の
世
の

往
生
れ
つ
㌧

お
な
し
野
原
の

う
と
き
も
ひ
と
つ

相
州
藤
沢
再
興
の
間
、
越
申
の
府
に
閑
居
の
地
一
山
建
立
の
契
約
、
越
前
守
慶
宗

（
力
）

去
々
年
の
冬
越
年
の
比
よ
り
内
証
外
用
談
合
畢
。
因
薮
去
年
の
三
月
彼
地
出
歩
の

瑚
此
儘
逗
留
あ
て
、
廿
五
代
相
続
の
儀
と
㌧
の
へ
ら
る
へ
き
由
懇
望
有
け
れ
共
、
善

光
寺
の
御
事
本
願
の
念
仏
の
あ
る
し
に
て
ま
し
ま
せ
は
一
代
一
度
の
参
詣
を
も
と

け
そ
の
㌧
ち
信
州
の
う
ち
に
て
化
導
を
も
ゆ
つ
り
侍
ら
む
と
て
た
㌧
せ
給
ふ
比
、

か
の
報
土
寺
の
新
地
の
か
り
屋
に
吉
江
仏
土
寺
坊
主
其
阿
に
遊
行
軸
屋
僧
阿
を
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

ひ
そ
へ
の
こ
し
を
か
せ
ら
れ
け
り
。
慶
宗
存
生
な
ら
は
三
年
五
年
の
間
に
は
如
形

造
営
も
な
り
、
新
寄
を
も
あ
る
へ
き
事
う
ろ
お
も
ひ
も
な
か
り
し
ゆ
へ
、
過
し
七

月
九
日
に
御
定
の
儀
成
就
有
て
、
や
か
て
十
日
あ
ま
り
に
は
海
野
よ
り
越
申
へ
趣

か
せ
ら
る
へ
き
分
に
て
侍
り
し
に
、
越
後
の
軍
勢
再
乱
の
き
こ
え
有
し
故
、
一
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

落
居
の
間
と
伴
野
よ
り
甲
斐
へ
修
行
な
し
給
ふ
。
扱
も
越
申
お
ゐ
て
帰
伏
の
檀
那

如
此
な
り
来
る
事
門
徒
の
愁
歎
一
代
の
不
運
と
思
は
せ
給
ふ
。
錐
然
両
国
の
あ
ら

そ
ひ
の
儀
は
天
命
の
な
す
所
、
彼
一
族
の
ほ
ろ
ふ
る
事
、
時
節
の
極
る
故
也
。
夫
天

意
は
一
人
の
為
に
そ
の
時
を
狂
す
、
日
月
は
一
物
の
為
に
そ
の
明
を
晦
ま
さ
す
と

云
々
。
兼
叉
大
上
人
十
六
年
諸
国
勧
化
の
う
ち
或
時
は
諸
神
詫
宣
の
告
有
。
或
時

　
　
（
雲
力
）

は
紫
寒
散
花
の
相
を
現
す
。
天
も
感
応
し
神
も
納
受
す
。
し
か
れ
は
上
一
人
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）

下
萬
民
に
至
迄
崇
敬
を
な
し
、
絶
代
の
奇
特
目
に
ふ
れ
耳
に
蒼
る
間
、
嘉
元
二
年

遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
上
）

（
河
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

甲
辰
よ
り
当
麻
山
無
量
光
寺
を
草
剣
有
て
、
元
応
元
年
已
米
に
至
る
迄
叉
十
六
年

居
住
の
う
ち
に
造
営
成
就
し
て
遷
化
、
の
ち
第
三
祖
三
年
在
寺
有
て
入
滅
し
給

ふ
。
四
祖
は
元
応
元
年
己
未
四
月
因
州
西
光
寺
に
て
賦
算
し
給
。
三
祖
は
次
年
庚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
挿
入
）

申
七
月
朔
日
浬
薬
に
入
給
ふ
。
然
共
四
代
上
人
し
ゐ
て
六
年
勧
化
あ
り
、
合
修
行
七

年
也
。
加
様
に
回
国
年
を
ふ
る
う
ち
に
当
麻
山
の
事
相
違
出
来
す
と
み
え
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

正
中
二
年
乙
丑
藤
沢
山
開
闇
此
年
以
来
三
年
独
住
也
。
叉
五
代
上
人
は
正
申
乙
丑

潤
正
月
十
一
日
武
州
芝
宇
宿
に
て
化
導
相
続
有
。
か
く
て
四
祖
無
量
光
寺
へ
入
院

有
へ
き
所
に
鎌
倉
の
相
公
の
命
と
し
て
内
阿
弥
陀
仏
住
持
あ
り
、
静
此
儀
討
、
惟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
、
一

宝
の
山
に
入
て
空
く
帰
り
渡
海
に
望
て
船
な
き
に
】
た
り
。
難
然
相
襲
血
脈
三
四

と
次
第
せ
る
に
よ
て
藤
沢
山
へ
は
諸
門
徒
一
味
同
心
に
帰
敬
す
。
当
麻
山
は
孤
独

な
る
故
威
光
を
と
り
ぬ
る
事
顕
然
な
り
き
。
叉
後
開
山
上
人
独
住
三
年
の
う
ち
夏

　
（
レ
イ
カ
ク
）

は
黎
蕾
を
食
と
し
冬
は
松
葉
を
薪
と
し
給
ふ
と
云
々
。
昔
は
知
識
も
真
知
識
、

時
衆
も
道
心
ふ
か
㌧
り
け
る
間
飢
寒
に
堪
て
同
伴
を
な
す
人
数
大
－
衆
有
と
御
入
滅

の
記
に
み
ゆ
。
寺
は
元
よ
り
極
楽
寺
と
云
小
舎
有
と
云
々
。
次
五
代
上
人
十
一
年

山
住
の
間
も
間
蓼
の
躰
同
前
に
し
て
春
秋
を
㌧
く
ら
せ
給
ひ
ぬ
。
六
祖
の
時
代
よ

り
敷
地
を
転
し
仏
殿
を
八
十
一
坪
に
興
し
侍
り
、
其
後
第
十
一
祖
の
時
回
録
の
後

百
坪
に
な
り
、
亦
復
十
四
祖
の
在
世
に
炎
上
あ
り
し
時
、
一
丈
二
尺
間
一
百
廿
坪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

に
増
興
あ
り
と
云
々
。
伝
聞
弘
法
大
師
高
野
山
を
開
基
有
し
も
一
代
に
は
造
切
な

ら
す
、
西
之
堂
東
之
堂
と
云
小
精
舎
は
か
り
を
立
て
一
山
の
諸
伽
藍
者
地
形
を
定

　
（
カ
）

め
訴
図
を
残
し
置
給
ひ
て
入
定
有
し
に
、
其
後
星
霜
を
か
さ
ね
て
御
造
畢
有
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ツ
ホ
ウ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ

云
々
。
い
つ
れ
の
霊
仏
霊
社
も
少
よ
り
大
に
至
る
。
合
抱
之
木
生
二
於
毫
末
一
九
層

　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
ニ

之
台
起
二
於
累
土
一
老
子
経
に
有
。
抑
越
申
よ
り
注
進
出
来
の
比
上
人
歎
し
て
の
た

ま
は
く
、
わ
れ
去
年
当
年
の
吉
凶
を
し
か
し
な
か
ら
四
代
上
人
の
隠
遁
の
始
に
大



遊
行
二
十
四
祖
御
修
行
記
（
上
）

一
河
野
）

34

（
後
筆
一

充
按
己
上
筆
者
廿
五
代
御
真
跡
歎
、
宝
庫
申
廿
五
祖
之
自
記
有
二
選
択
集

等
一
云
々
。
己
下
者
別
筆
也
。
不
レ
知
二
其
人
一
。

（
島
根
大
学
教
育
学
部
哲
学
倫
理
学
研
究
室
）

，
榊

方
は
相
似
た
り
と
。
但
越
申
に
去
年
の
春
抑
留
に
任
て
止
り
、
草
坊
を
も
た
て
く

わ
へ
ぬ
る
う
へ
に
て
如
此
の
凶
事
出
来
有
は
、
美
濃
国
の
新
地
の
企
の
遂
さ
る
と

云
、
彼
此
都
部
真
俗
の
鞠
口
惜
か
り
な
む
と
云
々
。
三
業
を
天
運
に
任
せ
四
儀
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
力
）

菩
提
に
譲
る
と
云
去
言
耳
に
有
深
く
甘
心
す
る
所
な
り
と
。
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